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はじめに

� 学校法人�日本赤十字学園�理事長　　　　　　��富田　博樹
� 日本赤十字看護大学附属災害救護研究所�所長��　　　　　　
� （日本赤十字社�前副社長）��　　　　　　　　　　　　　　　

　本研究所は2021（令和3）年6月に設立された。そして、本巻は設立後、初めての活動報告で
あり、設立から2022（令和4）年3月までの2021（令和3）年度の活動をまとめたものである。
設立から半年の活動期間であったため、準備・体制構築の要素が多分にある報告書であること
を、ご承知いただきたい。
　本研究所設立の目的と経緯は、ホームページに記載してあるが、簡単にここに述べることと
する。
　日本赤十字社の災害救護活動は、1888（明治21）年の磐梯山噴火災害救護に始まる。西南戦
争における戦時救護活動を目的とした博愛社設立（1877（明治10）年）から11年後、日本赤十
字社と改称（1887（明治20）年）した翌年に当たる。それまで、赤十字活動は戦時救護活動を
目的に組織されていたが、明治天皇の皇后（後の昭憲皇太后）からのお声がけで、初めて災害
救護活動に出動している。その後頻発した大規模災害に積極的に医療救護班を派遣し、1892（明
治25）年には、戦時救護の規定しかなかった社則に平時の災害救護を行う規定を加えた。今で
こそ、世界中で、赤十字が災害救護に携わることは、自明の理と思われているが、当時は、赤
十字を設立していた欧米諸国では戦時救護が赤十字の設立目的とされており、日本赤十字社が
世界で初めてこの規定を制定している。日本赤十字社の先見性として、誇るべきものである。
　第1次世界大戦後、赤十字国際連盟設立時に、設立メンバーであった日本赤十字社からの提
案で、平時の災害救護活動が赤十字の活動として採用され、現代の世界の赤十字の活動の源と
なっている。
　このような歴史を持つ日本赤十字社として、戦後再出発した日本赤十字社は、1952（昭和
27）年に制定された日本赤十字社法において、災害救護活動が日本赤十字社の業務として規定
されており、当時国から規定された唯一の民間災害救護団体として、その責務を果たしてきた。
日本赤十字社の災害救護活動の特徴は、6万人を超える職員を擁する91の全赤十字病院が、平
時から統一した救護員養成研修と救護資材準備を継続しており、約500班の常備救護班と4千人
を超える要員を準備しており、要員の職種は医師、看護師、事務（ロジ）、薬剤師、検査技師、
臨床工学士、臨床心理士、社会福祉士など、ほぼ全職種に及んでいる。さらに支部において、
災害救護物資の備蓄、資材の整備、災害救護訓練の実施、市民への講習・啓発活動など、幅広
く活動しており、血液事業の災害時の対応体制整備など、オール日赤で災害救護活動を行なっ
ている。さらに、日本赤十字社は、海外の災害への医療救護活動も活発に行なっており、国際
的にも、医療職の要員を多く擁する赤十字社との評価を得ている特徴を持つ団体である。高い
英語力と専門研修を経た医療職・ロジ要員を400名以上擁し、毎年平均70名前後の要員を海外
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へ派遣しており、国際的な災害救護活動の知見を多く有している。
　近年は、急性期の医療活動、避難所支援などの亜急性期から慢性期の医療・心理的支援・保
健活動、さらに災害弱者対応から要請された福祉活動など、広範な活動へと発展している。
　日本赤十字社の職員たちは、これらの広範な領域へ活動を拡げてきており、日本赤十字社は、
まさに我が国の災害救護活動全体を包括し、その活動を牽引する人材が育っている団体である。
本研究所発足にあたり、災害救護活動を包含する9部門を置き、各部門長と研究員の人選を行
なった。
　さる3月に本研究所のキックオフセミナーを開催し、我が国の災害救護の世界を代表する方々
に座長・シンポジストとし登壇いただいた。9部門の部門長に、各部門の概要をプレゼンして
もらった。彼らのプレゼンに対してシンポジストの方々から、これだけの広範な領域にそれぞ
れリーダーとなる人材が揃っていることに驚かれ、さすが日本赤十字社だ！とのお言葉をいた
だいた。
　そして、このセミナーにおいて、各シンポジストおよび座長の山本保博先生から、当研究所
の期待が極めて大きいことを、教えていただいた。その詳細については、本誌の記事をご参考
いただきたい。
　さらに、教育研究活動では、日本赤十字社の教育機関である6大学7学部1短期大学を擁する
日本赤十字学園において、赤十字理念・活動の一環としての、災害救護の教育・研究を行なっ
ており、我が国の教育機関の中でも、先進的な役割を果たすべく、着実な歩みを継続している。

　日本赤十字社の災害救護活動の成果と進歩を、日本のみならず世界への貢献として、発信し
てゆくことが、本研究所の目的であり、責務である。この研究活動には、赤十字職員のみなら
ず、他の組織のメンバーにも参加いただいており、広い視野と知見に基づいた研究活動が行わ
れることを期待している。
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Ⅰ
．
災
害
救
護
研
究
所
設
立
の
経
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1．研究所構想

　本研究所は、日本赤十字社富田副社長の構想から生まれたものである。富田副社長は、研究
所設置の必要性を、次のように述べておられる。（災害救護研究所パンフレットより抜粋）。

「我が国の災害対応は、阪神・淡路大震災を契機に急速に発展し、医療だけでなく、被災者の
生活を支える様々な分野の組織・団体等が参画して協働するようになりました。その活動は年々
改善され、大きく進化し続けていることは、我が国のみならず、世界の趨勢ともなっています。
こうした災害救護を取り巻く変化のなかで、将来にわたり日赤が国内外問わず災害救護活動に
貢献するためには、長年の経験で得た知見を学術的に分析・集約して社会に還元するとともに、
新たな知見や技術を積極的に活用するための調査研究を行うことが必要です。」

　富田副社長が、最初にこの案件で日本赤十字看護大学に来られた時には、まさに上記の内容
そのままを説明された。日本赤十字社の災害時の活動は、赤いクロスマークを付けたユニフォー
ムと共に広く日本中に周知されている。それは紛れもない事実であるが、国内の災害時対応に
おいてはNPO組織等各種の団体や組織の活動も活発となっており、質、量ともに体制が整っ
てきている。従って、改めて赤十字の使命や役割は何かを再考し、そのビジョンを打ち出すこ
とが重要であり、そのために研究所が必要だと富田副社長は説明された。
　さらに日本赤十字社には、これまで培ってきた災害救護に関する膨大な経験と知識が蓄積さ
れているだけでなく、様々な分野で知識と経験が豊富な人材が揃っている。これらの災害救護
の実績と人材の豊富さは赤十字の特徴であり財産でもある。このような財産を生かすことで、
新たな災害救護の知見を生み出すことができ、それを社会に還元することで赤十字の使命がさ
らに強まると話された。
　アカデミックな視点と方法で災害救護に関する研究を行うためには、日本赤十字社と日本赤
十字学園の連携のもと、日本赤十字看護大学に研究所を設置することが重要であり、この構想
の大きな特徴だということも強調された。
　富田副社長は、日本赤十字社の過去から未来を見通しておられ、その視点から、災害救護研
究所組織への着眼と構想が生まれたことが十分に理解できた。

2．研究所設立までの検討経過

　2020（令和2）年9月に、上記の災害救護研究所の構想に関するご説明を伺った。これを受け
て大学内で研究所設置に関する検討を開始した。日本赤十字看護大学は、もとより赤十字の理
念である人道を教育理念として掲げ、これまで130年以上の歴史の中で、教育・研究活動を継

Ⅰ．災害救護研究所設立の経緯
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続してきた。災害看護に関しては従来から教育・研究を行ってきたが、2011（平成23）年の東
日本大震災を契機に、さらに教育・研究活動に力を注いでいる。
　また看護学は実践学であるという特徴に即して、実践を重視し、実践に基づく教育・研究を
基本精神として、これまで活動してきた。そのため、富田副社長が掲げられた「赤十字の救護
活動の実践知を学術的な知へ」という理念は、大学の教育・研究活動のポリシーそのものもの
でもあった。
　さらに、本研究所は日本赤十字社、日本赤十字学園と日本赤十字看護大学とが、連携、協力
して災害救護に関する研究活動に取り組むという点が特徴である。
　大学では、2013（平成25）年から東京都渋谷区広尾地区に存在する赤十字施設（日本赤十字
社医療センター及び附属乳児院、日本赤十字社総合福祉センターレクロス広尾、日本赤十字社
助産師学校、日本赤十字社幹部看護師研修センター）との間で、赤十字のケアを探求するネッ
トワーク「ケアリング・フロンティア広尾」を組織し、実践と研究、教育をリンクする活動を
協働して展開してきた。赤十字の強みを生かす組織ネットワークにより生まれる成果を、臨床
と連携した研究活動、地域住民への減災、防災活動、健康支援活動等を通して実績を積み重ね
てきている。この活動を通して赤十字のリソースを繋ぐ活動の意義や成果を大学の教職員は強
く実感してきた。
　このような背景があるため、災害救護研究所構想に関して、大学として重要な活動であると
の理解は得やすかった。日本赤十字社、日本赤十字学園、日本赤十字看護大学のネットワーク
により創設される災害救護研究所が大学に設置されることは、新たな赤十字のネットワーク体
制の構築に繋がり、災害救護の知の探究をより広い視点で取り組むことが可能となる。このよ
うな理解のもと大学内でも具体的な検討に入った。
　2021（令和3）年2月の日本赤十字看護大学の経営会議で、研究所の設置構想に関する資料に
基づき、経営会議、教授会で研究所設立に関する協議がなされた。その結果、大学附属施設と
して研究所を設置することは、大学の理念を実現するための組織構築という点でも一貫性があ
り、今後の大学の発展にもつながるとのことで、研究所設置の方針に関する承認が得られた。
　その後、日本赤十字社、日本赤十字学園の間で2021（令和3）年5月に、日本赤十字社から関
係部署の局長、部長9名、日本赤十字学園の事務局長、部長、課長3名の参加のもと、災害救護
研究所設置に関わる打ち合わせ会議が行われた。そこで研究所規定と組織体制が検討された。
　それらの協議を経て、研究所規定と組織体制が固まり、学内諸会議での承認を経て、2021（令
和3）年6月に研究所の正式な発足に至った。研究所の中心的な会議は、日本赤十字社関係者と
学長、所長で構成される「連絡会議」と、所長、副所長、部門長等の運営関係者から構成され
る「運営会議」の2つである。
　2021（令和3）年7月に第1回の連絡会議が開催され、研究所規定、組織体制が提案され、了
承された。ここから研究所活動がスタートした。

22-07-097　007-Ⅰ．災害救護研究所設立の経緯.indd   822-07-097　007-Ⅰ．災害救護研究所設立の経緯.indd   8 2022/10/07   午後 12:04:212022/10/07   午後 12:04:21



－9－

Ⅱ
．
目
的
と
運
営

Ⅱ．目的と運営

1．設置目的

　日本赤十字社の災害救護活動を中心とする諸活動等で得た知見を広く社会に発信・還元する
とともに、災害救護に関する研究・教育活動を通じて我が国の救護の質・量の向上と活動領域
の拡大に寄与することで、被災者の苦痛の予防・軽減に資する。

2．目標

　1）日本赤十字社の有する災害救護の知見を集約し、実務的に利用可能な形に発展させる。
　2）�新たな知見・技術に関する研究を実施し、日本赤十字社の活動に還元し、我が国及び国

際赤十字の災害救護の発展に貢献する。
　3）�主要な関連学会等において積極的に研究成果の情報発信を行うとともに、これら学会等

の運営に積極的に貢献する。

3．主な活動内容

　1）災害救護に関する調査研究活動
　　 主な分野の例
　　　　災害医療・災害看護・国際医療救援・心理社会的支援・災害ロジスティクス・
　　　　救援物資・被災者生活再建支援・防災減災・高齢者生活支援等
　2）災害関連の研究及び教育成果の積極的な発信
　3）災害関連に関する教育活動
　4）日本赤十字社（救護・福祉部等）から委託された業務の実施
　5）�災害関連の主要な学会等における研究成果発表及びこれら学会等の運営にかかる主要な

立場からの積極的な参画

4．組織と運営

　災害救護研究所（以下「研究所」）は、日本赤十字社からの強い要請により、上記目的のた
め本学の附属施設として2021（令和3）年6月1日に開設した。
　研究所での研究にかかる組織として、開設年度の2021（令和3）年度は9つの研究部門を設置
し、それぞれの部門長及び研究員の委嘱を行った。研究員は、日本赤十字社の職員及び日本赤
十字看護をはじめ日本赤十字学園の教職員から構成される。
　運営にかかる組織として、研究所長、副所長、運営委員会及び同委員会学内部会、事務局を
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置くとともに、日本赤十字社との連携のため連絡協議会を設置した。
　運営委員会は、研究所長、副所長、各部門長及び所長が指名する専任研究員で構成され、
2021（令和3）年度は2回開催し、①研究所の組織に関すること、②研究員の選考に関すること、
③事業計画及び事業報告に関すること、④予算及び決算に関すること等について協議した。
　また、運営委員会の下部組織として学内部会を適宜開催し、キックオフセミナー等の活動の
実施、各部門への予算配分等について具体案の作成を行い、運営員会に諮って実行した。
　事務局に専従の職員1名を置くとともに、日本赤十字看護大学事務局職員2名、日本赤十字社
職員1名が兼務し、運営にかかる業務を処理した。
　連絡協議会は、学長、研究所長、副所長、日本赤十字学園常務理事、日本赤十字社が推薦す
る同社の関係部長等で構成され、2021（令和3）年度は2回開催し、①研究所の組織に関するこ
と、②事業計画及び事業報告に関すること、③予算及び決算に関すること、④研究所への助成
に関すること等について協議した。
　研究所の設立及び運営にかかる財源は、日本赤十字社からの助成金による。併せて、今後は
日本学術振興会科学研究費補助金をはじめ各種補助金等外部資金を獲得することを目指す。

運営委員会

第1回　2021（令和3）年12月� 3日（金）　Web会議　
第2回　2022（令和4）年�2月25日（金）　Web会議

運営委員会学内部会

第1回　2021（令和3）年10月18日（月）　
第2回　2021（令和3）年11月23日（火）
第3回　2021（令和3）年12月� 2日（木）
第4回　2021（令和3）年12月10日（金）
第5回　2021（令和3）年12月16日（木）
第6回　2022（令和4）年�1月19日（水）
第7回　2022（令和4）年�2月� 9日（水）　Web会議
第8回　2022（令和4）年�3月10日（木）
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連絡協議会

第1回　2021（令和3）年10月26日（火）　Web会議
第2回　2022（令和4）年�3月15日（火）　Web会議
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Ⅲ．組織図

門部護看害災会部内学

顧　問

日本赤十字看護大学附属災害救護研究所　組織図

令和4年3月11日

災害救護部門

国際医療救援部門

連絡協議会

防災減災部門

学  長

国際救援部門

災害救援技術部門

高齢者生活支援
（地域包括ケア）部門

(予定)

心理社会的支援部門

局 務 事

感染症部門

災害ボランティア部門

運営委員会副所長研究所長
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Ⅳ．部門長紹介

災害救護部門

医療救護に関する研究と教育を実施して
災害救護の発展に貢献する

災害時のみならず平時における準備や体制構築
を含め、現場活動から本部活動までの多場面に
わたり、国内での医療救護活動に関しての研究
と教育を行い、日赤救護班の進化および日本の
災害救護の発展に貢献いたします。

部門長

中野 実
（前橋赤十字病院　病院長）

日赤職員として多くの救護活動を経験し、日本DMAT
研修では発足初期から講師を務めさせていただき、日
赤救護班研修会や日赤災害医療コーディネート研修会
では立上げメンバーとして関与させていただきました。
本部門の研究員は、皆、医療救護の活動・研究・教育
において豊富な経験と実力を有する方々で頼もしく感
じます。

国際医療救援部門

長年の日赤の海外医療支援の知識と
経験を活かして未来に寄与する

戦後1967年のコンゴ動乱に始まり、長年行って
きた海外医療支援の知識と経験を無駄にせず、
本研究所の他部門、および国際医療救援拠点病
院と共同で、将来の人道支援活動に寄与する研
究を行います。

部門長

中出 雅治
（大阪赤十字病院
国際医療救援部長）

災害医療というのは通常の病院診療とは異なり、皆が
必要とは認めつつも、これに予算をつけて専門的に取
り組む環境というのは民間ではほとんどありません。
そんな中で本研究所の発足の意義は小さくないと言え
ましょう。今後私たちがここでどのような研究を行い、
発信していけるかが問われることになる、ということ
を肝に銘じて努めて参ります。

災害看護部門

被災者の健康と生活に関する研究を行い
災害救護・減災に寄与する

世界中で災害が起きており、人々の生活環境が
悪化し、健康を害している状況があります。発
災後の救護・復旧支援、災害による生活と健康
への影響低減に関する研究と教育を行い、災害
救護と減災の発展に貢献いたします。

部門長

内木 美恵
（日本赤十字看護大学
国際・災害看護学教授）

日赤の国際救援、国内救護活動を経験し、現在は災害
看護の研究、教育に関わっております。日赤の災害救
護実践を調査研究し、理論や支援体制、減災に結び付
けていきたいと考えおります。平時からの備えに関す
る体制を検討し、災害で健康を害する人が少なくなる
ことを目指します。
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防災減災部門

自助・共助の力を高め実用に資する
防災・減災のあり方を追求します！

防災減災部門では、災害マネジメントサイクル
全体を俯瞰し、現在の防災・減災に足りない部
分を中心に、実際に役に立つツール等の開発に
軸足を据えて研究を進めます。研究成果は広く
一般の方々への普及啓発を主目的とします。

部門長

白土 直樹
（日本赤十字社

総務局総務企画部次長）

20年以上に及ぶ国内外での経験から、防災の推進には
自助・共助の力の向上が肝要と痛感しています。また、
防災の切り口だけで解決できる問題には限りがあるた
め、多方面の分野との平時からの連携・協働も不可欠
です。防災減災部門の研究が、防災を含む広く社会課
題の解決の一助となるよう努めて参ります。

国際救援部門

日本から世界へ、世界から日本へ、
災害や危機に向き合う力を高めます

赤十字は世界中で災害や危機に対応しています。
国際救援部門は、日本における対応力を高め世
界に伝えること、また、世界で日々新たに積み
上げられている対応力を日本に応用することを
目的としています。

部門長

佐藤 展章
（日本赤十字社

事業局国際部国際救援課長）

気候変動による災害の激甚化や新たなグローバル感染
症などは、これまで別々に議論されることが多かった
「日本」での対応と「世界」での対応との距離感を急速
に縮めています。国際赤十字のネットワークのみなら
ず、多くの国内外の知見を繋ぐことで、様々なブレー
クスルーを目指したいと思います。

心理社会的支援部門

災害時の心理社会的支援の発展と変革に
寄与する

災害時に身体の健康とともに、心理・社会面の
ウェルビーイングもいたわる支援のあり方を実
現すべく、支援現場の実践知とセオリーを統合
した研究を行い、知見の集約および発信に取り
組みます。

部門長

森光 玲雄
（諏訪赤十字病院　臨床心理課長）

どんな災害でも、そこに存在し営みをもつ「人」の姿
があります。災害等の危機的状況で「人間」を中心と
した心理・社会的側面について知見を発信し続けるこ
とで、「緊急時にこそ個人の尊厳やウェルビーイングが
守られるべき」という考えが社会に定着し、人にやさ
しい災害支援のあり方が発展していけるよう尽力して
参ります。
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感染症部門

災害時の感染症対策に関する研究を進め、
被災地の安全な環境作りに貢献します

一般に災害時には衛生環境が劣悪化して感染症
が発生しやすくなります。災害後に必ず感染症
が流行する訳ではありませんが、感染症対策は
必ず必要になります。特に新型コロナウイルス
の流行以降、効果的な対策を進めることの重要
性は高まっております。

部門長

古宮 伸洋
（日本赤十字社和歌山医療センター

感染症内科部長）

普段は感染症を専門とする医師ですが、これまで国内
外の災害対応に関わってきました。感染症対策は医療
だけでなく、様々な分野に関わる課題です。各部門と
連携し横断的な活動を行っていきたいと考えておりま
す。

災害ボランティア部門

人間のいのちと健康、尊厳を守る
ボランティアの活動を支援する

頻発・広域・激甚化する災害に対し長く被災者
支援活動に貢献してきた赤十字奉仕団（ボラン
ティア）の役割やノウハウ等を集積、広く活用
できるよう可視化すると共にノウハウの発展や
活動に必要な支援等を研究します。

部門長

安江 一
（日本赤十字社

事業局パートナーシップ推進部次長）

災害ボランティアは担い手や活動が多様化し、現代的
な概念として捉えなおす必要があります。赤十字奉仕
団（ボランティア）や様々な担い手が被災者一人ひと
りに寄り添いながら特色を活かし、相互補完的に連携
して支援することが、被災者が地域で立ち上がる力に
繋がると考え、赤十字として貢献できるよう努めたい
と考えます。

災害救援技術部門

災害時、生命と尊厳を守り、苦痛を
軽減する「人道技術」の共創、発信拠点

被災者の生命と尊厳を守り、苦痛を軽減するこ
とを支援する「人道技術」の研究開発拠点です。
多様な分野の専門家と、災害時に生命を守るた
めの技術や手法を共創し、社会に幅広く共有す
ることで、災害に強い社会の構築に貢献いたし
ます。

部門長

曽篠 恭裕
（熊本赤十字病院　国際医療救援部

救援課長）

災害対応で最も大事なことは、災害により生命を奪わ
れることを無くすことです。そのためには、医療救護
に加え、避難支援、生活環境改善、良い復興を目指し
たまちづくりや防災教育等々、災害マネジメントサイ
クル全体において、多様な分野の技術が必要です。私
達は「災害時に役立つ技術を普段使いする」をキーワー
ドとし、実践的な技術の創出と国際発信に取り組みま
す。
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　日本赤十字看護大学附属災害救護研究所の発足にあたり「災害救護の展望と災害救護研究所
への期待」と題して、キックオフセミナーを開催した。
　「研究所設立の趣旨、目的を大学内外の関係者に周知し、研究所の活動促進につなげる」こ
とを開催の目的として、2022（令和4）年3月26日（土）本学広尾ホールを会場に、現地開催と
WEB配信によるハイブリッド開催とした。
　日本における災害救護の体制構築と実践を牽引しておられる方々にご登壇頂いた。
　当日の参加者は、現地開催32名、WEB開催249名であった。
　広報用のフライヤーと当日のプログラム、シンポジウム資料、アンケート結果について、以
下に掲載する。

Ⅴ．キックオフセミナー開催について

セセミミナナーーへへのの参参加加方方法法はは、、現現地地開開催催にに参参加加すするる（（定定員員115500名名））タタイイププとと、、オオンンラライインンでで参参加加すするるタタイイププががあありりまま
すす。。申申込込のの際際ににいいずずれれかかをを選選択択ししててくくだだささいい。。オオンンラライインン参参加加のの定定員員ははあありりまませせんん。。

下下記記のの申申込込フフォォーームムUURRLL、、ままたたはは、、QQRRココーードドかかららおお申申込込みみくくだだささいい。。

hhttttppss::////wwss..ffoorrmmzzuu..nneett//ddiisstt//SS3344660011669944

おお申申込込みみ締締めめ切切りり 22002222年年３３月月１１４４日日（（月月））２２３３時時５５５５分分

セセミミナナーー視視聴聴用用UURRLLのの配配信信ににつついいてて
セセミミナナーーはは、、ZZoooommをを使使用用ししてて配配信信いいたたししまますす。。
セセミミナナーー視視聴聴用用ののUURRLLはは、、おお申申込込みみををさされれたた方方全全員員にに、、セセミミナナーー開開催催前前日日ままででにに登登録録いいたただだききままししたたメメーー

ルルアアドドレレスス宛宛にに配配信信のの予予定定でですす。。
ななおお、、申申込込みみ後後にに参参加加方方法法をを変変更更すするる場場合合、、申申込込時時のの「「オオンンラライインン参参加加」」かからら「「現現地地開開催催にに参参加加すするる」」

へへのの変変更更ははででききまませせんんののでで、、予予めめごご了了承承願願いいまますす。。

参参加加方方法法のの変変更更ののおお申申出出はは、、不不要要でですす。。

問問合合わわせせ先先

セセミミナナーーのの趣趣旨旨

日日本本赤赤十十字字看看護護大大学学附附属属災災害害救救護護研研究究所所
事事務務局局 住住所所 ：： 東東京京都都渋渋谷谷区区広広尾尾44--11--33

電電話話 ：： 0033--33440099--00668844（（直直通通））
MMaaiill ：： jjrrccddrrii@@rreeddccrroossss..aacc..jjpp

hhttttppss::////wwwwww..rreeddccrroossss..aacc..jjpp//

参参加加費費無無料料

◆◆災災害害救救護護部部門門 中中野野 実実
（（前前橋橋赤赤十十字字病病院院 病病院院長長））

◆◆国国際際医医療療救救援援部部門門 中中出出 雅雅治治
（（大大阪阪赤赤十十字字病病院院 国国際際医医療療救救援援部部長長））

◆◆災災害害看看護護部部門門 内内木木 美美恵恵
（（日日本本赤赤十十字字看看護護大大学学 国国際際・・災災害害看看護護学学教教授授））

◆◆防防災災減減災災部部門門 白白土土 直直樹樹
（（日日本本赤赤十十字字社社 総総務務局局総総務務企企画画部部次次長長））

◆◆国国際際救救援援部部門門 佐佐藤藤 展展章章
（（日日本本赤赤十十字字社社 事事業業局局国国際際部部国国際際救救援援課課長長））

◆◆心心理理社社会会的的支支援援部部門門 森森光光 玲玲雄雄
（（諏諏訪訪赤赤十十字字病病院院 臨臨床床心心理理課課長長））

◆◆感感染染症症部部門門 古古宮宮 伸伸洋洋
（（日日本本赤赤十十字字社社和和歌歌山山医医療療セセンンタターー 感感染染症症内内科科部部長長））

◆◆災災害害ボボラランンテティィアア部部門門 安安江江 一一
（（日日本本赤赤十十字字社社 事事業業局局パパーートトナナーーシシッッププ推推進進部部次次長長））

◆◆災災害害救救援援技技術術部部門門 曽曽篠篠 恭恭裕裕
（（熊熊本本赤赤十十字字病病院院 国国際際医医療療救救援援部部 救救援援課課長長））

部部門門長長

温温暖暖化化にに代代表表さされれるる環環境境変変化化にに伴伴うう地地球球規規
模模ででのの自自然然災災害害のの多多発発やや、、新新興興感感染染症症のの全全

世世界界へへのの急急速速なな拡拡大大にに示示さされれてていいるるよよううにに、、
災災害害救救護護体体制制のの充充実実ははググロローーババルルなな課課題題とと認認
識識さされれてていいまますす。。

ここののたたびび日日本本赤赤十十字字看看護護大大学学附附属属災災害害救救護護
研研究究所所はは、、赤赤十十字字をを始始めめ国国内内外外のの災災害害救救護護にに
関関すするる知知のの集集積積とと発発信信のの場場ととししてて設設置置さされれまましし
たた。。ここのの研研究究所所のの意意義義はは、、過過去去かからら災災害害救救護護のの
知知をを学学びび、、未未来来にに向向けけてて新新たたなな知知をを創創造造すするるここ
ととににあありりまますす。。

研研究究のの成成果果ととししてて、、未未来来にに希希望望をを与与ええるるビビジジョョ
ンンをを示示ささななけけれればばななりりまませせんん。。

持持続続可可能能なな開開発発目目標標（（SSDDGGss））がが示示すす｢｢誰誰一一人人
取取りり残残ささなないい（（lleeaavvee  nnoo  oonnee  bbeehhiinndd））｣｣災災害害救救護護
のの新新たたなな展展望望をを社社会会にに発発信信しし続続けけるるここととがが研研究究
所所のの使使命命でですす。。

今今回回ののキキッッククオオフフセセミミナナーーでではは、、災災害害救救護護研研
究究所所をを広広くく皆皆様様ににごご理理解解いいたただだくくとと共共にに、、今今後後のの
国国内内外外のの災災害害救救護護ににつついいてて、、そそのの発発展展にに向向けけてて
のの取取りり組組みみやや研研究究所所へへのの期期待待等等をを専専門門家家のの皆皆
様様方方とと共共にに考考ええるる機機会会ににししたたいいとと考考ええてておおりりまますす。。

日日 時時

場場 所所

ププロロググララムム

・・所所長長挨挨拶拶 富富田田 博博樹樹 （（日日本本赤赤十十字字社社副副社社長長））

・・部部門門長長メメッッセセーージジ 災災害害救救護護部部門門・・国国際際医医療療救救援援部部門門・・災災害害看看護護部部門門・・防防災災減減災災部部門門・・国国際際救救援援部部門門

心心理理社社会会的的支支援援部部門門・・感感染染症症部部門門・・災災害害ボボラランンテティィアア部部門門・・災災害害救救援援技技術術部部門門

・・シシンンポポジジウウムム

座座長長 山山本本 保保博博 （（医医療療法法人人伯伯鳳鳳会会 東東京京曳曳舟舟病病院院 病病院院長長

一一般般社社団団法法人人 協協力力隊隊をを育育ててるる会会 会会長長・・日日本本医医科科大大学学名名誉誉教教授授））

富富田田 博博樹樹 （（研研究究所所所所長長・・日日本本赤赤十十字字社社副副社社長長））

シシンンポポジジスストト （（五五十十音音順順））

有有賀賀 徹徹 （（独独立立行行政政法法人人労労働働者者健健康康安安全全機機構構理理事事長長・・昭昭和和大大学学名名誉誉教教授授））

大大友友 康康裕裕 （（東東京京医医科科歯歯科科大大学学大大学学院院医医歯歯学学総総合合研研究究科科 救救急急災災害害医医学学分分野野教教授授））

茅茅野野 龍龍馬馬 （（WWHHOO世世界界保保健健機機関関 健健康康開開発発総総合合研研究究セセンンタターー医医官官（（健健康康危危機機管管理理担担当当）） ））

小小井井土土雄雄一一 （（国国立立病病院院機機構構災災害害医医療療セセンンタターー臨臨床床研研究究部部長長・・国国立立病病院院機機構構本本部部DDMMAATT事事務務局局長長））

明明城城 徹徹也也 （（全全国国災災害害ボボラランンテティィアア支支援援団団体体ネネッットトワワーークク（（JJVVOOAADD））事事務務局局長長））

山山本本ああいい子子 （（四四天天王王寺寺大大学学看看護護学学部部・・大大学学院院看看護護学学研研究究科科教教授授））

キックオフセミナーフライヤー
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開開会会　　1133::0000

ⅠⅠ..     社社長長挨挨拶拶　　　　 大大塚塚　　義義治治　　（（日日本本赤赤十十字字社社社社長長））  

ⅡⅡ.. 所所長長挨挨拶拶　　　　 富富田田　　博博樹樹　　（（研研究究所所所所長長・・日日本本赤赤十十字字社社副副社社長長））

ⅢⅢ.. 守守田田　　美美奈奈子子　　（（日日本本赤赤十十字字看看護護大大学学学学長長））

ⅣⅣ.. 内内田田　　欽欽也也　　（（内内閣閣府府大大臣臣官官房房審審議議官官（（防防災災担担当当））））

ⅤⅤ..

中中野野　　実実　　（（前前橋橋赤赤十十字字病病院院病病院院長長））

中中出出　　雅雅治治　　（（大大阪阪赤赤十十字字病病院院　　国国際際医医療療救救援援部部長長））

内内木木　　美美恵恵　　（（日日本本赤赤十十字字看看護護大大学学　　国国際際・・災災害害看看護護学学教教授授））

白白土土　　直直樹樹　　（（日日本本赤赤十十字字社社　　総総務務局局総総務務企企画画部部次次長長））

佐佐藤藤　　展展章章　　（（日日本本赤赤十十字字社社　　事事業業局局国国際際部部国国際際救救援援課課長長））

森森光光　　玲玲雄雄　　（（諏諏訪訪赤赤十十字字病病院院　　臨臨床床心心理理課課長長））

古古宮宮　　伸伸洋洋　　（（日日本本赤赤十十字字社社和和歌歌山山医医療療セセンンタターー　　感感染染症症内内科科部部長長））

安安江江　　一一　　（（日日本本赤赤十十字字社社　　事事業業局局パパーートトナナーーシシッッププ推推進進部部次次長長））

曽曽篠篠　　恭恭裕裕　　（（熊熊本本赤赤十十字字病病院院　　国国際際医医療療救救援援部部救救援援課課長長））

ⅥⅥ.. シシンンポポジジウウムム講講師師発発表表　　1144::2255

　　山山本本　　ああいい子子　　（（四四天天王王寺寺大大学学看看護護学学部部・・大大学学院院看看護護学学研研究究科科教教授授））

ⅦⅦ.. 意意見見交交換換・・質質疑疑応応答答　　1155::4455

　　  　　    　　  富富田田　　博博樹樹　　（（研研究究所所所所長長・・日日本本赤赤十十字字社社副副社社長長））

ⅧⅧ..

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

心心理理社社会会的的支支援援部部門門　　

感感染染症症部部門門　　　　

災災害害ボボラランンテティィアア部部門門

災災害害救救援援技技術術部部門門

来来賓賓祝祝詞詞　　

災災害害救救護護部部門門　　　　

国国際際医医療療部部門門　　　　

災災害害看看護護学学部部門門　　

ププロロググララムム

防防災災減減災災部部門門　　　　

国国際際救救援援部部門門　　

副副所所長長挨挨拶拶　　井井村村　　真真澄澄
                                  （（研研究究所所副副所所長長・・日日本本赤赤十十字字看看護護大大学学　　大大学学院院研研究究科科長長    大大学学院院国国際際保保健健助助産産学学教教授授））

閉閉会会　　1166::2200

　　明明城城　　徹徹也也　　（（全全国国災災害害ボボラランンテティィアア支支援援団団体体ネネッットトワワーークク（（JJVVOOAADD））事事務務局局長長））

　　茅茅野野　　龍龍馬馬　　（（世世界界保保健健機機関関（（ＷＷＨＨＯＯ））健健康康開開発発総総合合研研究究セセンンタターー医医官官（（健健康康危危機機管管理理担担当当））））

リリモモーートト参参加加

　　座座長長：：山山本本　　保保博博
　　　　      　　（（医医療療法法人人伯伯鳳鳳会会　　東東京京曳曳舟舟病病院院　　病病院院長長、、一一般般社社団団法法人人　　協協力力隊隊をを育育ててるる会会　　会会長長・・日日本本医医科科大大学学名名誉誉教教授授））

　　大大友友　　康康裕裕　　（（日日本本災災害害医医学学会会代代表表理理事事、、東東京京医医科科歯歯科科大大学学大大学学院院医医歯歯学学総総合合研研究究科科救救急急災災害害医医学学分分野野教教授授））

　　有有賀賀　　徹徹　　（（独独立立行行政政法法人人労労働働者者健健康康安安全全機機構構  理理事事長長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一般般社社団団法法人人  HHeeaalltthhccaarree  BBCCPPココンンソソーーシシアアムム理理事事長長、、昭昭和和大大学学  名名誉誉教教授授））

　　小小井井土土　　雄雄一一　　（（国国立立病病院院機機構構災災害害医医療療セセンンタターー  臨臨床床研研究究部部  部部長長・・国国立立病病院院機機構構本本部部DDMMAATT事事務務局局長長））

休休　　憩憩　　((1100分分間間））1155::3355

各各部部門門長長かかららののメメッッセセーージジ　　1133::3355

休休　　憩憩  （（55分分間間））1144::2200

学学長長挨挨拶拶　　　　
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キックオフセミナー開会挨拶

� 日本赤十字社�社長　大塚　義治

　日本赤十字社社長の大塚でございます。さきほど、本校・日本赤十字社看護大学に入って参
ります時に、三分咲きと言ったところでしょうか、桜がほころび始めまして、待ちに待った春
到来、という感じでした。
　その一方で、ここ2年あまり、日本のみならず世界を震撼させた新型コロナウイルス感染症
の第6波も勢いを減少させており、一応ひと安心というところではありますが、まだまだ不気
味さを保っているような気もいたします。
　さらに加えて、先月末、ロシアによるウクライナ侵攻という、国際社会に衝撃を与える出来
事が生じました。ウクライナ問題は、まさに深刻な人道危機であります。当然のことながら、
日赤は国際赤十字と連携してこれに対応しなければならない責務を負っております。このため、
直ちに、ウクライナ人道危機救援資金の募集を開始し、すでに多くの方々から貴重な浄財をお
寄せいただきました。また、幹部職員を含めて、若干の日赤スタッフをウクライナの近隣国、
例えばポーランドなどに派遣し、現状の様子を確認しながら、国際赤十字の関係者と意見交換
し、協議を行なっているところであります。
　このように、不安を抱えた緊張感のある日々ではありますけれども、本日ここに、日本赤十
字看護大学附属災害救護研究所のキックオフセミナーを開催いたしましたところ、会場にお見
えいただいた方々のみならず、Webを通じてご参加いただける方々を含め、日赤の関係者は
もとより、様々な大学、関係機関、団体から、たいへん多くの方々のご参加をいただき、これ
以上ないスタートを切ることができました。まことに嬉しく存じておりますし、心から御礼を
申し上げたいと思います。
　申すまでもなく、災害救護という仕事は、日赤の大きな柱となる事業の一つであります。歴
史を遡れば、1888年、明治21年に会津磐梯山の大噴火がありました。これに対して、明治天皇
の皇后、昭憲皇太后の強いご示唆がございまして、日赤は被災者救援のために医師等を派遣い
たしました。これが、日赤における災害救護活動の始まりとされております。以来、130年余
りの歳月が経つわけですが、こうした歴史と伝統の上に立った日赤の救護活動、この間の実に
様々な実績とその蓄積は、日赤の財産であり宝であります。
　日赤の歴史と伝統、それが貴重で大事なものであることはまさにその通りなのですが、ただ、
うっかり油断をすると、前例踏襲という弊に陥ることにならないとも限らない。日赤も、社会
の変化に常に敏感に対応していかなければならない。そういう問題意識を常日頃、頭の中にお
いておこう、ということを、私は自分自身にも、そして日赤の若いスタッフなどにも折に触れ
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て申しております。
　もとよりこれは、災害救護を含む日赤の事業全般に関わる社会の変化、進歩ということです
けれども、災害救護事業といえども決して例外ではありません。日赤は、長きにわたる歴史的
な蓄積と、そして経験豊富なスタッフを抱えております。これは、私どもの自負であり、誇り
であります。しかし、ただいま申しましたように、その一方では、社会の急速な変化に的確に
応じていかなければならないという課題も負っていることを忘れてはならない。では、災害救
護事業について何か不足しているものはないか、付け加えるものはないか、というような議論
も出てまいりました。
　例えば、過去の様々な蓄積から学ぶ力がもう少し必要ではないか、あるいは、それを外に向
かって発信する力、これもまだまだ不足しているのではないか。言ってみれば、体系的な分析、
評価、研究といった分野、別の言葉で言えば、学術的な、あるいはアカデミックな切り口、そ
れに関連する体制の充実強化が必要であるというようなことでした。
　私はその意見を聞いて、賛成だ、大賛成だと申し上げました。加えて、具体的な内容や進め
方については、初代の研究所長を兼ねてもらうことになりました富田副社長と、関連のスタッ
フにお任せするということを申し上げた記憶があります。そして、その後の検討の結果、この
日本赤十字看護大学に付設する「災害救護研究所」という形で結実をしたわけでありますが、
ついでながら、私は、この日赤看護大学と日赤本体、日赤本社との連携、協働ということにも、
とても大きな意義があると考えております。
　いずれにしても、この研究所が十分な成果を上げられるかどうか、これは、一に今後の関係
者の熱意と努力にかかっているわけです。率直に申せば、小さな小さな研究所ですが、小さく
生んで大きく育てる、という言葉もありますように、私はこれからの発展に大いに期待してい
る者の一人であります。それにつけましても、今日ご参加を賜りました多くの皆様方のご支援、
ご協力が必要不可欠です。どうぞ今後とも、生まれたばかりの当研究所に、温かい眼差しと、
そして力強いご支援を賜りますように心からお願いを申し上げます。
　今後の当研究所の大きな夢のある発展への期待を込めましたために、長めのご挨拶になって
しまいましたことにお許しを賜りまして、私のご挨拶に代えたいと思います。
　ありがとうございました。
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キックオフセミナー開会挨拶

� 日本赤十字看護大学附属災害救護研究所　所長　富田　博樹
� 日本赤十字社�副社長��　　　　　　　　　　　　　　　　　

　本日は、年度末のお忙しい中、本研究所のキックオフセミナーにご参加いただきまして誠に
ありがとうございます。研究所の所長を務めております、副社長の富田でございます。ご参加
いただいている方々は、本会場への出席が約40名、リモートの参加者が300名強と、大変多く
の方々が参加してくださっており、心より御礼を申し上げます。赤十字関係以外の方々も多く
参加してくださっており、本研究所への期待の広がりを感じております。
　災害救護研究所の設立は、先程、大塚社長からご案内があったとおり、大塚社長の大きなア
イデアから生まれてきました。そして大塚社長の強力な後押しと、守田学長のご理解、ご協力
のおかげで実現することができました。このセミナーの前半では、9部門の各部門長がそれぞ
れの活躍についての決意を表明いたします。なお、さきほど社長のご挨拶にありましたように、
国際救援の佐藤部門長は、国際部の課長としてウクライナ支援の赤十字会議から戻ってきたば
かりですので、併せてごく短時間ですがその様子を報告してもらいます。そしてシンポジウム
では、我が国の災害医学を大きく育てられてこられたレジェンドであられる、東京曳舟病院長、
東京医科大学名誉教授の山本保博先生に、総合討論の座長をお願いすることができました。そ
して、シンポジストには、我が国の災害救護の世界のリーダーの方たちに、ご参加いただける
ことになりました。山本先生をはじめシンポジストの方々へは、年度末のお忙しい中にも関わ
らずご参加いただけたことに、心から感謝申し上げます。このシンポジウムにおいて、本研究
所の向かうべき方向、期待される役割をご教授いただき、本年度の活動をスタートさせて参り
ます。先程の社長のお言葉の通り、小さく生んで大きく育てるということを目標にこれから進
んで参ります。本日は、どうぞよろしくお願いいたします。
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キックオフセミナー開会挨拶

� 日本赤十字看護大学�学長　守田　美奈子

　みなさま、本日はご多忙の中、このキックオフセミナーにご参加いただきまして、まことに
ありがとうございます。この度、さきほどからご説明がありましたように、日本赤十字社をは
じめとする関係機関の皆様のご尽力とご連携によって、本学に研究所を開設する運びとなりま
した。この場をお借りして、関係者の皆様方に深く感謝申し上げます。また、ご多忙の中、本
日のセミナーのためにお時間をつくっていただきましたシンポジストの皆様、内閣府の内田様、
部門長の皆様に、厚く御礼申し上げます。本学は赤十字の人道の理念のもと、学部、大学院に
おける、教育研究活動を行っております。特に災害看護は、本学の特徴と位置づけて、これま
で、災害看護の実践、人材育成、研究活動に取り組んで参りました。そのひとつの例として、
原発被害を受けていわき市に避難された福島県の浪江町民への健康支援活動の取り組みがござ
います。これは2012（平成24）年から2017（平成29）年まで、日本赤十字社との連携により、
全国の赤十字病院から総勢749名の看護職の方々のご支援を頂いて、2,000名を超える町民への
戸別訪問による支援を毎年行い、2017（平成29）年以降は大学附属の保健室による支援活動と
して継続して参りました。難病や障害、精神疾患や心の病、高齢化に伴う問題、アルコール依
存など、現地では支援を要する方々はまだ数多く存在しておられますが、昨日、いわき市で閉
所式を行い、現地の関係機関に支援業務を引き継ぎ、合計10年に渡る支援を無事終了すること
ができました。この間、町の行政機関や福祉事務所、心のケアセンター、など、様々な分野の
専門家の方々、ボランティアの方、地域住民の方々と、交流連携して支援体制を作って参りま
した。この場におられる皆様方にとっては周知の事実とは思いますが、急性期から中長期に至
る災害救護活動は、その各時期に応じて、多様な分野の専門家、地域の様々な機関との連携協
力が必要であり、そのような見守りと支援が住民の方々の命と健康、生活を守ることにつなが
ることを改めて実感してきた次第です。このような活動も含め、本研究所の研究活動組織は、
災害救護の特性をしっかりと反映した9つの多様な専門分野の部門から構成されております。
これまで赤十字が実践してきた、災害救護に関する知見を集約して、発展させる拠点として、
本日新たなスタートを切ることができますことに、深い喜びと誇りを感じております。本研究
所が、これから、災害救護の分野において国内外に貢献できる場として大きく発展していける
ように、我々は尽力いたします。今後とも皆様方のご理解とご支援を賜りますよう、何卒よろ
しくお願いいたします。これをもちまして私からの挨拶とさせていただきます。
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キックオフセミナー来賓祝詞
� 内閣府大臣官房審議官（防災担当）　内田　欽也

　ただいまご紹介いただきました、内閣府で防災担当の審議官をしております、内田と申しま
す。この度、日本赤十字看護大学附属災害救護研究所が発足の日を迎えられましたこと、心よ
りお慶びを申し上げます。本日までご尽力をいただきました皆様にも、改めて敬意を表します。
　赤十字社の皆様には、平時から様々な場面で協力いただいております。例えば、中央防災会
議という組織がございます。これは、内閣総理大臣がトップになっており、いわば我が国の防
災行政の司令塔のような立場にある会議です。この会議に、災害医療に関する有識者として、
歴代の赤十字の社長様にご参加をいただいています。また、普及啓発をどう進めるかというの
も我々にとって非常に大きな課題なわけであり、防災推進国民会議という、いろいろな方々が
お集りいただく会議の中でも、赤十字の皆様には主要な構成団体としてご活躍をいただいてい
ます。たとえば防災推進国民大会ですとか、あるいは毎年11月5日の津波防災の日に津波に対
する普及啓発を行っておりますが、この場でもご協力をいただいているところでございます。
また実際に災害が発生してしまった場合、私共内閣府はすぐに調査チームを組み、現地に職員
を派遣しております。一昨年、2020（令和2）年の5月に、私共内閣府と赤十字社との間で、職
員の派遣に関する協定を締結いたしました。その後、一昨年ですと7月の球磨川の豪雨災害、
あるいは昨年ですと佐賀県を中心とする大雨の被害、あるいは2年続けて起きてしまいました
福島県沖の震度6強の地震、こういった場面では、私自身も現地に派遣されましたし、赤十字
社の先生ほか皆様と一緒に現地に向かいました。深夜に、自衛隊のヘリコプターに乗って現地
に行く、という大変厳しい環境でご一緒したこともございます。実際に現地では、災害そのも
のによって被害を受ける方、命を落とされる方を極力減らすことに力を尽くすのはもちろんで
あり、その後、避難生活を送っておられる方々の体調管理をどうするか、いわゆる災害関連死
のようなものをいかに減らすかというのが、最近非常に大きな課題だと思っております。ご存
じの方も多いかと思いますが、熊本地震の際に、亡くなられた方の約8割は実は災害関連死に
よるもので、やはり避難生活における環境をいかに確保していくかが大変重要だと思っていま
す。
　また、ここ数年は、新型コロナウイルス感染症対策を避難所でしっかり行うことも大変重要
です。幸いなことに、これまで避難所で感染したという報告は入っておりませんが、避難所の
感染管理対策を今後も徹底していくということは非常に大事であり、そういう被災地の現場に
詳しい医師の先生、日赤の先生に入っていただいて、避難所の調査やアドバイスをしていただ
けるという事は、私自身、内閣府調査チームのトップとして行っている立場として、大変心強
いものがあると思っております。この場をお借りして改めて御礼を申し上げたいと思います。
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　今後の課題としては、私共がやはり一番気にしております事は、巨大災害に対する対応でご
ざいます。例えば、首都直下地震、南海トラフ、あるいは先日、被害想定を公表いたしました
日本海溝、千島海溝沿いの巨大地震などでは、亡くなる方が、数万人、あるいは最悪の事態を
想定すると20万人、30万人等が想定され、当然負傷者も相当出るという予想があります。万が
一こういう災害が発生してしまった時に、災害救護体制をその場でどう構築していくのか、日
本全国の方々をどう、どちらにどう派遣していくのかということも含めた体制づくり、あるい
は近い将来発生すると言われている巨大災害に対する災害救護体制を、現在からどのように充
実していかなければならないのか、このあたりが非常に大きな課題だと思っています。またそ
こまでの規模ではなくても、実際の被災地におきましては、当然我々国や自治体職員だけで対
応できるものではございません。赤十字社の皆さまをはじめとする、医療、救護のプロの方々、
あるいは、専門的なNPO団体の方々との連携体制をきちんと構築していくことが非常に重要
だと思っております。今後こういう課題に対応していくためには、これまで日本赤十字社の方
で培われた知見やネットワークが、大変有効だと思っており、またこの度、災害救護研究所を
発足されて、その分野についての研究を進めていただくことに、我々と致しましても大いに期
待したいと思いますし、また様々な場面でご指導いただければと思っております。
　結びになりますが、この災害救護研究所が、今後ますます発展されますことをご祈念いたし
まして、私からの挨拶といたします。本日はありがとうございました。
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シンポジウム発表資料

有賀　徹
　　独立行政法人労働者健康安全機構 理事長、
　　一般社団法人 Healthcare BCPコンソーシアム理事長、昭和大学 名誉教授

大友　康裕
　　日本災害医学会代表理事、
　　東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科救急災害医学分野教授

山本　あい子
　　四天王寺大学看護学部・大学院看護学研究科教授

明城　徹也
　　全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）事務局長

茅野　龍馬
　　世界保健機関（WHO）健康開発総合研究センター医官（健康危機管理担当）
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日日
本本

赤赤
十十

字字
看看

護護
大大

学学
広広

尾尾
ﾎﾎ
ｰー
ﾙﾙ

災災
害害

救救
護護

のの
展展

望望
とと

災災
害害

救救
護護

研研
究究

所所
へへ

のの
期期

待待

日日
本本

赤赤
十十

字字
看看

護護
大大

学学
附附

属属
災災

害害
救救

護護
研研

究究
所所

ｼｼ
ﾝﾝ
ﾎﾎ
ﾟ゚ｼｼ
ﾞ゙ｳｳ
ﾑﾑ

独独
立立

行行
政政

法法
人人

労労
働働

者者
健健

康康
安安

全全
機機

構構
一一

般般
社社

団団
法法

人人
HH

ee
aall

tthh
cc
aarr

ee
  BB

CC
PP
ｺｺ
ﾝﾝ
ｿｿ
ｰー
ｼｼ
ｱｱ
ﾑﾑ

有有
賀賀

徹徹
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Ⅴ
．
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い
て

長
島

公
之

:日
本

医
医

師
会

が
期

待
す
る
「
医

療
機

関
に
勤

務
す
る
救

急
救

命
士

像
」
.日

本
病

院
救

急
救

命
士

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設

立
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
,2
0
2
1
年

9
月

2
5
日

,東
京

20
19

年

20
09

年

75
～～

84
歳歳

85
歳歳

≦≦
65

～～
74

歳歳

地
域
へ
貢
献

近
隣
の
保
育
園
・
幼
稚
園
、

小
学
校
、
介
護
施
設
、
老
健
･

福
祉
施
設
へ
、
正
し
い
感
染

防
止
対
策
の
知
識
と
技
術
を

感
染
管
理
認
定
看
護
師
に

よ
る
出
前
講
義
で
周
知
す
る
。

55

ク
ラ
ス
タ
ー
を

発
生
さ
せ
な
い
！

基
層
「
地
域
社
会
」
へ

医
療
介
護

連
携
へ

防
災
教
育
を
通
じ
た
地
域
で

の
｢
災
害
ﾚ
ｼ
ﾞﾘ
ｴ
ﾝ
ｽ
｣
強
化

｢
救
急
医
療
と
地
域
の
医
療
介
護
連
携
｣
理
解
す
べ
き
構
造

救
急
医
療
:
二
次
医
療
圏
域

医
療
･
介
護
連
携
圏
域
:
｢
地
域
包
括
ケ
ア
圏
域
｣
は
基
礎
自
治
体
が
基
本

●●
災災

害害
拠拠

点点
病病

院院
,,他他

都都
道道

府府
県県

レレ
ベベ

ルル

市市
町町

村村
レレ

ベベ
ルル

救救
急急

搬搬
送送

（（
脳脳

卒卒
中中

、、
心心

筋筋
梗梗

塞塞
なな
どど
））

☞☞
垂垂

直直
連連

携携
そそ
のの

もも
のの

救救
急急

搬搬
送送

☞☞
水水

平平
連連

携携
にに
準準

じじ
たた
垂垂

直直
連連

携携

日日
常常

のの
医医

療療
・・
介介

護護
連連

携携
☞☞

水水
平平

連連
携携

ﾄﾄﾞ゙
ｸｸ
ﾀﾀ
ｰー
ﾍﾍ
ﾘﾘ
・・
ﾄﾄｸｸ

ﾞ゙ﾀﾀ
ｰー
ｶｶ
ｰー

地地
域域

包包
括括

ケケ
アア

シシ
スス

テテ
ムム

●●
地地

域域
密密

着着
型型

病病
院院

自
宅
に
帰
れ
な
い

! 
➜

Fr
ow

1➜
Fl
ow

2

退
院
➜

Fl
ow

2

風
水
害
に
よ
る
高
齢
被
災
者

*

36
.7

%
**

(1
99

9〜
20

03
平平

均均
)

55
.0

%
**

(2
00

4〜
20

16
平平

均均
)

● 70
.7

%
**

*
(2

01
7)

   
   

高
齢
化
率
（
人
口
に
占
め
る
65

歳
以
上
人
口
割
合
[2
02
0年

以
降
は
推
計
]）

*
*
牛

山
泰

行
、
横

幕
早

季
2
0
1
7
  
 *

*
*
牛

山
泰

行
、
横

幕
早

季
2
0
1
8

*
*
*
*
牛

山
素

行
,他

2
0
1
9

%

(西
暦

、
年

)

高 齢 者 （ 65 歳 以 上 ） の 割 合

一
般

社
団

法
人

H
e
a
lt
h
c
a
re

 B
C
P
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

:H
e
a
lt
h
c
a
re

 B
C
P
体

制
の

構
築

に
寄

与
す

る
第

三
者

評
価

方
法

の
開

発
－

超
高

齢
社

会
に

お
け

る
災

害
医

療
拠

点
の

役
割

－
.令

和
2
年

（
2
0
2
0
年

）
5
月

,
h
tt
p
:/

/
h
c
b
c
p
.u

m
in

.j
p
/
（
会

員
研

究
論

文
・
資

料
）

①
≫
②①

②

C
O
V
ID
-
1
9

死
亡
も
圧
倒

的
に
高
齢
者

●
58

.9
%

**
**

(2
01

8)
   

   

地地
震震

にに
よよ
るる
高高

齢齢
被被

災災
者者

風風
水水

害害
にに
よよ
るる
高高

齢齢
被被

災災
者者
＊

＊＊
死
亡
･
行
方
不
明
者

の
内

≧
6
5
歳

!
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医
療

圏
で

の
災

害
へ

の
備

え
と

事
業

継
続

計
画

（
イ

メ
ー

ジ
案

）
*

災
害
拠
点
病
院
（
二
次
医
療
圏
域
）

※
医
療
の
圏
域
は
明
確
で
は
な
い

（
地
域
包
括
ケ
ア
圏
域
は
明
確
で
重
な
り
は
な
い
）

地
域
密
着
型
病
院
・
診
療
所
（
≒
地
域
包
括
ケ
ア
圏
域

※
）

都
道
府
県
レ
ベ
ル

市
町
村
レ
ベ
ル

地
域
密
着
型
病
院

B
C
P

災
害
拠
点
病
院

B
C
P

教
育

連
動

BC
P:

 B
us

in
es

s 
C

on
tin

ui
ty

 P
la

n（
事
業
継
続
計
画
）

日
常
診
療
で
の

連
携
を
通
し
た

介
護
保
険
施
設

B
C
P

〇 〇 〇 〇 〇 〇

地 区 防 災 計 画

地 区 ・ 分 区
介
護
保
険
施
設

B
C
P

連
動

制
度
で
義
務
化
さ
れ
て
い
る
部
分

開
発
し
た
基
準
で
推
奨
し
て
い
る
部
分

訪
問
診
療

訪
問
看
護

訪
問
介
護

*伊
藤

弘
人

,蛭
間

芳
樹

,野
口

英
一

有
賀

徹
：
地

区
防

災
計

画
と
医

療
.地

区
防

災
計

画
学

会
誌

22
:1
～～

11
,2
02

1（（
改

変
）

**
丸

山
嘉

一
:災

害
時

に
お
け
る
地

域
医

療
機

関
の

医
療

活
動

に
対

す
る
支

援
.第

49
回

日
本

救
急

医
学

会
総

会
・
学

術
集

会
共

催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

．
20

21
年

11
月

23
日

、
東

京
．

各
都
道
府
県
支
部

**

** 地 区 ・ 分 区

→
安

全
安

心
←

“客
観

”
ｻ
ｲ
ｴ
ﾝ
ｽ

生
物
学

医
学

器
官

(系
統

)
臓
器

細
胞 ・・・

“主
観

”
｢心

｣課
題

哲
学

・
←
看
護
学

療
養
・
生
活
「
看
る
」

説
明

信
頼

安
全
･安

心
⇔

医
療
の
質

臓
器

別
診

科

憲
法

に
災

害
時

の
「強

制
力

」

讀讀
賣賣

新新
聞聞

20
16

（（
平平

成成
28

））
年年

2月月
17

日日
朝朝

刊刊

ﾄﾗ
ﾝ
ｽ
ﾊ
ﾟｰ
ｿ
ﾅ
ﾙ
(間

主
観

的
)ｹ
ｱ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

患
者

｢主
観

の
塊

｣に
寄

り
添

う
/・
・

全
人

的
な
医

療
☜

現
象

学
的

人
間

観
/

総
合

診
療

（
ﾌ
ｯ
ｻ
ｰ
ﾙ
,ﾊ
ｲ
ﾃ
ﾞｶ
ﾞｰ
他

）
/

自
然

科
学

の
方

法
論

｢分
析

し
て
統

合
す
る
｣

基
層
中
の

基
層
！

6
年

前
!

貴
研

究
所

の
ご
発

展
を
お
祈

り
し
ま
す
!!

ご
清

聴
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
‼

そ
に
し
け
ん
じ

猫
ﾋ
ﾟｯ
ﾁ
ｬｰ

讀
賣
新
聞

“現
象
学
的
人
間
論
”災

害
救
護

｢
身
の
安
全
｣
｢
心
の
安
ら
ぎ
｣

国
家
の

意
思
！

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
理
解
す
る
た
め
の
三
層
構
造

基基
層層

：：
災災

害害
レレ

ジジ
リリ

エエ
ンン

スス
のの

文文
化化

地地
域域

にに
おお

けけ
るる

医医
療療

・・
介介

護護
連連

携携

*評
価
項
目
（

20
20

年
版

, v
er

sio
n 

2.
1）

一一
般般

社社
団団

法法
人人

H
ea

lth
ca

re
 B

C
Pココ

ンン
ソソ

ーー
シシ

アア
ムム
：：

H
ea

lth
ca

re
 B

C
P体体

制制
のの

構構
築築
にに

寄寄
与与
すす

るる
第第
三三

者者
評評

価価
方方

法法
のの

開開
発発

：：
超超

高高
齢齢

社社
会会

にに
おお

けけ
るる

災災
害害

医医
療療

拠拠
点点

のの
役役

割割
．．

20
20

年年
ht

tp
://

hc
bc

p.
um

in
.jp

/

「第
1
～

第
3
領

域
」

H
e
a
lt
h
c
a
re

 B
C
P
ｺ
ﾝ

ｿ
ｰ
ｼ
ｱ

ﾑ
に

よ
る

”
病

院
評

価
”
｢
大

項
目

｣

伊伊
藤藤

弘弘
人人

,蛭蛭
間間

芳芳
樹樹

,野野
口口

英英
一一

,有有
賀賀

徹徹
:地地

区区
防防

災災
計計

画画
とと
医医

療療
.地地

区区
防防

災災
計計

画画
学学

会会
誌誌

22
:1
～～

11
,2
02

1

医医
療療

連連
携携

（（
前前

方方
・・
後後

方方
））

日日
頃頃

のの
連連

携携
（（
濃濃

いい
・・
薄薄

いい
））

①
病
院
と
し
て
の
機
能
存
続
と

地
域
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

➁
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
の
「
医

療
・
介
護
連
携
」
の
推
進
支
援

③
地
域
に
お
け
る
防
災
力
の

向
上
へ
の
支
援

三
層
構
造
に
立
脚
し
た
病
院
の
役
割
①
②
③

2
つ
の
矢
印
も
救
急

部
門
に
問
わ
れ
る

病病
院院

BB
CC
PP

受受
援援
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Ⅴ
．
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い
て

19
95
.1
.1
7

D
M
ATAT

* D

避
け

ら
れ

た
災

害
死

（
Pr

ev
en

ta
bl

e 
D

ea
th

)

防
ぎ
え
る
死

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
災
害
救
護
研
究
所
へ
の
期
待

日日
本本
災災
害害
医医
学学
会会

代代
表表
理理
事事

日日
本本
DD
MM
AA
TT検検
討討
委委
員員
会会
委委
員員
長長

東東
京京
医医
科科
歯歯
科科
大大
学学
救救
急急
災災
害害
医医
学学
分分
野野
教教
授授

大大
友友
康康
裕裕
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Ⅴ
．
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い
て

DM
AT

を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
の
障
壁

•行
政
の
無
理
解

•縦
割
り
行
政

•個
人
的
思
惑

小
泉

元
内

閣
総

理
大

臣
　
　
　

石
原

元
東

京
都

知
事
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Ⅴ
．
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い
て
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祝祝
設設

置置
日日

本本
赤赤

十十
字字

看看
護護

大大
学学

付付
属属

災災
害害

救救
護護

研研
究究

所所

災災
害害

救救
護護

研研
究究

所所
へへ

のの
期期

待待

祝祝
設設

置置
日日

本本
赤赤

十十
字字

看看
護護

大大
学学

付付
属属

災災
害害

救救
護護

研研
究究

所所

災災
害害

救救
護護

研研
究究

所所
へへ

のの
期期

待待

四四
天天

王王
寺寺

大大
学学

看看
護護

学学
部部

・・
看看

護護
学学

研研
究究

科科

山山
本本

ああ
いい

子子
22
00
22
22
//
33
//
22
66

20
22

/7
/8

ht
tp
s:/
/w
ww

.p
re
ve
nt
io
nw
eb
.n
et
/s
en
da
i-f
ra
m
ew
or
k/
se
nd
ai
-fr
am
ew
or
k-
m
on
ito
r/
co
m
m
on
-in
di
ca
to
rs

20
22

/7
/8

•
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（M

DG
s）
の
策
定
以
来
、
幼
児
死
亡
率
の
引
き
下
げ
、

妊
産
婦
の
健
康
改
善
、
HI
V/
エ
イ
ズ
、
マ
ラ
リ
ア
、
そ
の
他
の
疾
病
対
策
の

分
野
で
は
、
歴
史
的
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
19

90
年
以
来
、
予
防
可
能

な
病
気
に
よ
る
子
ど
も
の
死
者
は

50
%
以
上
減
少

し
て
い
ま
す
。
妊
産
婦
の

死
者
も
全
世
界
で
45

%
減
少
し
ま
し
た
。
HI
V/
エ
イ
ズ
の
新
規
感
染
者
数
も

20
00

年
か
ら
20

13
年
に
か
け
て
30

%
減
少
し
た
ほ
か
、
62

0万
人
以
上
が
マ

ラ
リ
ア
か
ら
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

•
こ
の
素
晴
ら
し
い
進
捗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
5歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ず
に

命
を
落
と
す
子
ど
も
は
依
然
と
し
て
60

0万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
毎
日
、
は

し
か
や
結
核
な
ど
、
予
防
可
能
な
病
気
で
1万

60
00

人
の
子
ど
も
が
命
を

失
っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
と
出
産
に
よ
っ
て
生
じ
る
合
併
症
で
死
亡
す
る
女
性

の
数
は

1日
数
百
人
を
数
え
、
開
発
途
上
地
域
の
農
村
部
で
は
、
医
療
専
門

家
の
付
き
添
い
の
あ
る
出
産
件
数
が
全
体
の
わ
ず
か

56
%
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。
依
然
と
し
て
HI
Vが

猛
威
を
振
る
う
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
エ
イ

ズ
が
思
春
期
の
若
者
世
代
で
最
大
の
死
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

３３
．．
すす
べべ

てて
のの

人人
にに
健健

康康
とと
福福

祉祉
をを

ああ
らら
ゆゆ
るる
年年

齢齢
のの

すす
べべ

てて
のの

人人
のの

健健
康康

的的
なな
生生

活活
をを
確確

保保
しし
、、
福福

祉祉
をを
推推

進進
すす
るる

20
22
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Ⅴ
．
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い
て

５
．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う

ジ ジ
ェェ
ンン
ダダ
ーー
のの

平平
等等

をを
達達

成成
しし
、、
すす
べべ

てて
のの

女女
性性

とと
女女

児児
のの

エエ
ンン
パパ

ワワ
ーー
メメ
ンン
トト
をを
図図

るる

•
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
は
、
持
続
可
能
な
開
発
を
促
進
す
る
う
え
で
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
女
性
と
女
児
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
は
、
基
本
的
人
権
で
あ
る
と

同
時
に
、
他
の
す
べ
て
の
開
発
領
域
に
対
し
て
波
及
効
果
が
あ
り
ま
す
。

•
国
連
開
発
計
画
（
UN

DP
）
は

20
00

年
以
降
、
国
連
の
パ
ー
ト
ナ
ー
や
そ
の
他
の
国
際
社
会
と
と
も
に
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
を
活
動
の
中
心
に
据
え
、
素
晴
ら
し
い
成
果
を
達
成
し
て
き
ま
し
た
。
学
校
に
通
う
女

児
の
数
は

15
年
前
よ
り
も
増
え
、
多
く
の
地
域
で
初
等
教
育
に
お
い
て
男
女
平
等
を
達
成
し
ま
し
た
。
農

業
以
外
の
雇
用
者
に
女
性
が
占
め
る
割
合
は
、
19

90
年
の

35
%
か
ら
、
現
在
は

41
%
に
ま
で
増
え
て
い
ま

す
。

•
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
SD

Gs
）
は
、
こ
う
し
た
成
果
を
土
台
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
女
性
と
女
児
に

対
す
る
差
別
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
一
部
の
地
域
で
は
、
雇
用
機
会
の
不
平
等

が
未
だ
に
大
き
い
ほ
か
、
労
働
市
場
で
も
男
女
間
に
格
差
が
見
ら
れ
ま
す
。
性
的
な
暴
力
や
虐
待
、
無
償

ケ
ア
や
家
事
労
働
の
不
平
等
な
分
担
、
公
の
意
思
形
成
に
お
け
る
差
別
は
、
依
然
と
し
て
大
き
な
障
壁

と
な
っ
て
い
ま
す
。

•
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
）
関
連
の
ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確

保
し
、
土
地
や
財
産
な
ど
の
経
済
的
資
源
に
対
す
る
平
等
な
ア
ク
セ
ス
を
女
性
に
認
め
る
こ
と
は
、
こ
の

目
標
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。
公
職
に
就
く
女
性
の
数
は
前
例
に
な
い
ほ
ど
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
よ
り
多
く
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
れ
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
促
進
に

向
け
た
政
策
と
法
律
制
定
の
強
化
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

•
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

20
30

ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
構
成
す
る
17

の
グ
ロ
ー
バ
ル

目
標
の
一
つ
で
す
。
複
数
の
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
た
め
に
は
、
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
不

可
欠

で
す
。

20
22

/7
/8

６
．
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

すす
べべ

てて
のの

人人
にに
水水

とと
衛衛

生生
へへ

のの
アア
クク
セセ
スス
とと
持持

続続
可可

能能
なな
管管

理理
をを
確確

保保
すす
るる

•
水
不
足
の
影
響
は
、
全
世
界
の
人
の

40
%
に
及
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
驚
く
べ
き
数
字
は
、
気

候
変
動
の
影
響
に
よ
っ
て
地
球
の
気
温
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
、
さ
ら
に
大
き
く
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
19

90
年
以
来
、
新
た
に
21

億
人
が
改
善
さ
れ
た
水
と
衛
生
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
安
全
な
飲
み
水
の
供
給
量
減
少
は
、
世
界
中
で
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

•
20

11
年
に
は
、
41

か
国
が
水
ス
ト
レ
ス
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
う
ち
10

か
国
で
は
、
再
生
可
能

な
淡
水
が
枯
渇
寸
前
と
な
り
、
従
来
と
異
な
る
水
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。
干
ば
つ
の
多
発
や
砂
漠
化
は
、
既
に
こ
う
し
た
動
向
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。
20

50
年
ま
で
に
、
4人

に
1人

以
上
が
慢
性
的
な
水
不
足
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
と
見

ら
れ
て
い
ま
す
。

•
20

30
年
ま
で
に
、
安
全
で
手
ご
ろ
な
飲
み
水
へ
の
普
遍
的
な
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
投
資
し
、
衛
生
施
設
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
衛

生
状
態
の
改
善
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
水
不
足
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
、
森
林
や
山
地
、

湿
原
、
河
川
な
ど
、
水
関
連
の
生
態
系
の
保
護
と
回
復
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
水
の
利
用
効
率

の
改
善
を
働
き
か
け
、
開
発
途
上
地
域
の
水
処
理
技
術
を
支
援
す
る
た
め
に
、
一
層
の
国
際

協
力
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

•
き
れ
い
な
水
と
衛
生
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

20
30

ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
構

成
す
る
17

の
グ
ロ
ー
バ
ル
目
標
の
一
つ
で
す
。
複
数
の
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
た
め
に
は
、

包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

20
22

/7
/8

•
こ
れ
ら
の
死
は
、
予
防
と
治
療
、
教
育
、
予
防
接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
）
関
連
の
ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
SD

Gs
）
は
、
エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
そ
の
他
の
感
染
症
の
蔓
延
を

20
30

年
ま
で
に
食
い
止
め
る
と
い
う
、
大
き
な
誓
約
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
狙

い
は
、
医
療
を
完
全
に
普
及
さ
せ
、
す
べ
て
の
人
が
安
全
で
効
果
的
な
医
薬

品
と
ワ
ク
チ
ン
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
研

究
開
発
へ
の
支
援
は
、
手
ご
ろ
な
価
格
の
医
薬
品
の
提
供
と
と
も
に
、
目
標

達
成
の
た
め
の
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

•
健
康
と
福
祉
の
推
進
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

20
30

ア
ジ
ェ
ン
ダ
を

構
成
す
る
17

の
グ
ロ
ー
バ
ル
目
標
の
一
つ
で
す
。
複
数
の
目
標
を
同
時
に

達
成
す
る
た
め
に
は
、
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

３３
．．
すす
べべ

てて
のの

人人
にに
健健

康康
とと
福福

祉祉
をを

ああ
らら
ゆゆ
るる
年年

齢齢
のの

すす
べべ

てて
のの

人人
のの

健健
康康

的的
なな
生生

活活
をを
確確

保保
しし
、、
福福

祉祉
をを
推推

進進
すす
るる

20
22

/7
/8

バ
ン
コ
ク
宣
言

７
項
目

(１
）

災
害
リ
ス
ク
削
減
の
方
針
・
計
画
と
国
家
お
よ
び
保
健
戦
略
の
緊
急
時
・
災
害
リ
ス
ク

管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
包
括
的
に
健
康
の
体
系
的
な
統
合
を
推
進
す
る
こ
と

(２
）

国
の
健
康
の
た
め
の
災
害
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
の
能
力
国
際
保
健
規
則
（
20
05
）
の
実

装
と
強
靱
な
保
健
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
強
化
す
る
保
健
当
局
お
よ
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
間
の
協

力
を
強
化
す
る
こ
と

(３
）

保
健
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
を
含
め
、
緊
急
時
や
災
害
リ
ス
ク
軽
減
に
お
け
る
人
間
中
心
の

公
共
お
よ
び
⺠
間
投
資
を
推
進
す
る
こ
と
。

(４
）

健
康
教
育
と
訓
練
へ
の
災
害
リ
ス
ク
軽
減
を
統
合
し
、
災
害
リ
ス
ク
削
減
に
医
療
従
事

者
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
強
化
す
る
こ
と
。

(５
）

災
害
関
連
死
亡
率
、
罹
患
率
や
障
害
の
デ
ー
タ
を
マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド
な
早
期
警
告
シ
ス
テ

ム
、
ヘ
ル
ス
コ
ア
指
標
と
国
家
の
リ
ス
ク
評
価
に
組
み
込
む
こ
と

(６
）

生
物
学
的
な
危
険
性
を
含
む
す
べ
て
の
危
険
の
た
め
の
情
報
の
共
有
を
含
む
科
学
技
術
な

ど
の
分
野
横
断
的
で
国
境
を
越
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
提
唱
や
支
援
を
す
る
こ
と
。

(７
）

地
域
お
よ
び
国
の
政
策
と
戦
略
、
法
的
枠
組
み
、
規
制
、
制
度
の
一
貫
性
と
更
な
る
発
展

を
推
進
す
る
こ
と
。

優
先
行
動
1
「
災
害
リ
ス
ク
の
理
解
」

優
先
行
動
2
「
災
害
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
の
災
害
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

優
先
行
動
3
「
強
靭
化
に
向
け
た
防
災
へ
の
投
資
」

優
先
行
動
４

効
果
的
な
応
急
対
応
に
向
け
た
準
備
の
強
化
”お
よ
び
BB
B

20
22

/7
/8

22-07-097　027-シンポジウム講師発表資料.indd   3722-07-097　027-シンポジウム講師発表資料.indd   37 2022/10/03   午後 4:11:332022/10/03   午後 4:11:33



－38－

仙仙
台台
防防
災災
防防
災災
枠枠
組組

優優
先先
行
動動

11
「「

災災
害害

リリ
スス

クク
のの

理理
解解

」」

優
先
⾏
動
2
「
災
害
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
の
災
害
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

優
先
⾏
動
3
「
強
靭
化

に
向
け
た
防
災
へ
の
投

資
」

Bu
ild

Ba
ck

 B
et

te
r

効
果
的
な
応
急
対
応
に
向
け
た

準
備
の
強
化

よ
り
良
い
復
興

20
22

/7
/8

日日
本本

赤赤
十十

字字
社社

（（
日日

本本
赤赤

十十
字字

看看
護護

大大
学学

））
がが

有有
すす
るる
強強

みみ

１１
．．
国国

内内
外外

にに
おお
けけ
るる
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
のの

確確
立立

２２
．．
確確

かか
なな
実実

践践
力力

のの
育育

成成
３３
．．
日日

本本
赤赤

十十
字字

看看
護護

学学
会会

やや
様様

々々
なな
資資

料料
・・

ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
をを
有有

しし
てて
いい
るる

⇒⇒
災災

害害
対対

応応
にに
関関

すす
るる
準準

備備
性性

がが
高高

いい

20
22
/7
/8

20
22
/7
/8
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Ⅴ
．
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い
て

20
22
/7
/8

日日
本本

赤赤
十十

字字
看看

護護
大大

学学
付付

属属
災災

害害
救救

護護
研研

究究
所所

にに
期期

待待
すす

るる
ここ

とと

１１
．．

既既
存存

のの
資資

料料
・・

知知
識識

をを
集集

約約
しし

、、
災災

害害
看看

護護
関関

連連
のの

知知
識識

のの
統統

合合
２２

．．
有有

しし
てて

いい
るる

知知
識識

・・
技技

術術
のの

公公
開開

３３
．．

６６
大大

学学
にに

よよ
るる

災災
害害

看看
護護

領領
域域

をを
超超

ええ
たた

新新
たた

なな
知知

のの
創創

造造
４４

．．
看看

護護
学学

生生
にに

対対
しし

てて
様様

々々
なな

可可
能能
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キックオフセミナー　アンケート結果
� 日本赤十字看護大学附属災害救護研究所

開催日：2022年3月26日

現地参加者　32名／リモート参加者　249名� � アンケート回答数　51件

参加者数合計　281名� � � � � アンケート回答率　18%

Q1．職業について

医療職 21名 41%
会社員 18名 35%
教員 6名 12%
その他 6名 12%
薬剤師、日赤東京都支部災害救護ボランティア、日赤支部職員、赤十字職員、
本業は大学教員もどきだが赤十字救護ボランティア、無職

Q2．今回のセミナーをどのように知りましたか。（複数選択可）

施設でチラシを見て 27名 51%
友人、知人からセミナーのことを聞いて 7名 13%
大学のホームページ 4名 � 8%
その他 15名 28%
支部からの情報共有、日赤東京都支部災害救護ボランティア宛のメール、日
赤からの案内、東京都支部からのメール、東京新聞の記事、所属ボランティ
ア団体から案内、富田副社長とのご面談を通じて

Q3．今回のセミナーの内容に関するご意見・ご感想をお聞かせください。
� いただいたご意見を参考に要約して資料として、掲載しています。

ためになりました。9部門の部長に、話が聞けて良かった。
大変勉強になりました。是非都度研究成果を公開いただき、活用させていただけますと幸いです。
また研究員には若手の登用も今後のために有効だと思います。
これまでの実災害での経験を元に作られてきた救護活動が、災害や被災者支援を経験したことがな
い世代にまで体系化されて伝えることは、将来の財産になると思いました。また、実績と反省を元
に学問とすることで、今後100年に渡って防災・減災、救護の理解と技術が深まっていくと感じま
した。
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大変、興味深く有益なセミナーでした。とても勉強になりました。いくつかの講演において、手元
のハンドアウトにない資料で、プレゼンのスライドがスクリーンが遠くて良く見えないところもあ
りましたので、事後でも講演の映像のアーカイブや資料のダウンロードを案内いただけると大変助
かります。研究所の今後のご発展・ご活躍を期待しております。
災害救護活動が体系的に進められるよう、臨床からも取り組んでいきたいと感じました。ありがと
うございました。
実際の救護場面で円滑な活動につながるよう日々できることをしていけたらと思いました。
研究所の具体的な活動がわかりにくかった。第二回のセミナーで是非ともどういった活動をして、
今後どのように進んでいくのかを教えていただきたい。
シンポジウムの時間が足りず残念に感じました。また次の機会も楽しみにしています。
災害救護に関する概況が学べました。初回であり、歴史的背景を述べられる先生方が多かった印象
です。更に踏み込んだ研究シンポジウムが今後開催されることを期待します。オンラインという環
境であるにも関わらず、スムーズかつ飽きさせない進行で大変興味深く拝聴しました。
9部門が発展できることを期待します。
様々な視点からのご講演があり、災害、防災を含めて多種多様な医療者の役割を考えることができ
ました。
救護活動について、研究的視点からより良いものにしていく活動を始めるということがわかりまし
た。日本は災害大国であるのに、避難所の環境や防災がなかなか浸透しづらいと感じているため、
このように活動を推進することはとても意味があると思います。質問にもあったように、行政の方
たちの意見も取り入れながら進めるとより良いと思いました。
とても充実した内容であったと思います。今後の赤十字を含む日本の災害救護に活かせる研究成果
が積み重ねていかれることを期待します。赤十字が災害救護の領域で、今後ともトップランナーと
して頑張っていただきたいと思います。看護大学との連携、素晴らしいと思います。
様々な分野の災害に関わる方の話を聞かせてもらえて、いろいろな団体が災害支援されてることを
知りました。これからもっと赤十字活動を広く知ってもらうことが、支援団体が増えて行く事に繋
がり、研究所が大きな影響をもたらすのかもしれないと思いました。
災害救護研究所の関係の先生方、そして赤十字以外の先生方の貴重なご講演を聴けて本当に良かっ
たと思います。今後もなんらかの形で、災害救護研究所の活動に参加出来ればと思います。次年度
も楽しみにしております。
多発する世界の災害等のデータ分析、対策の構築、実践の状況や取り組みと研究所への期待がわかっ
た。定期的、また、トピックス的な情報提供を期待したい。
解決すべき災害医療保健福祉領域の問題の一つに、災害関連死があります。その課題解決の一つの
手法として、「人間中心」、「被災者中心」の被災者支援コーディネーションの確立が重要と思います。
災害が増加、激甚化する中改めて課題が明確になりました。今まで先輩方がなされた事を大切にこ
れからの世代の方へも引き継いでいきたいと思いました。研究活動の大切さも実感いたしました。
医療職としてだけでなく地域で過ごす住民として自分に何ができるか平時から考え取り組んでまい
ります。世界からみた日本も感じることができました。
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日本赤十字社の職員であっても、災害救護研究所について情報を得ていないと考えます。今回のセ
ミナーは、当該研究所の位置付けとこれからを知り得る機会となりました。大変参考になったとと
もに、学びになりました。
災害専門家の育成、経験のデータ化と災害医学の発展、期待しています。
災害救護研究所が果たす役割、期待される役割などを知ることができた。防災、減災などに向けた
データの蓄積も大切だと認識した。
日本赤十字看護大学附属災害救護研究所のキックオフについて知ることができて良かったです。ボ
ランティアとして平時からの訓練等、医療の後方支援で連携が出来ることを望みます。
支部職員にとって、この研究所発足はとても喜ばしいものです。シンポジウムでは、医療に偏って
しまった感が否めませんが、今後、防災減災やボランティアなど日赤がかかわる幅広い分野で研究
が進み、その門戸が現場まで広く開かれることを期待しています。研究を通じて、今後、日赤（支部）
が担っていく役割や方向性も明確になっていくのだとも思います。
近年の災害が増加、複雑化するなかで、赤十字だけでなく他部門の方々との連携は書かせないもの
と思います。国内外での救護経験があることや、ウクライナ侵攻など国際人道法違反となる行為が
現在起こっていることなど、SDGSの誰一人取り残さないという目標に向かい、自分も精進してい
かなくてはならないと強く感じました。次回は、今回の内容のその後と、貴研究所の経過報告も伺
いたいです。
日赤だけでなく多組織との繋がりが、今後の発展のカギを握ると感じました。赤十字は行動する組
織ですね。災害対応のパイオニア・専門家の皆さまのシンポジウムは面白く有意義でした。
研究所設立の意図が理解できた。具体的に災害に関して赤十字が持つノウハウをデータ化して公表
していく必要性を痛感した。しかし、具体的に研究となると災害だけに難しい面があると思う。実
践報告レベルの集積を重ねていくことから始めることも大切だと思う。また、WHOで発行された
ガイドラインの翻訳版を早く見たいと思った。
キックオフだったので、研究所としての目標や目的が明確に説明され、それに対する感想や意見や
期待などを吸い上げるような流れだったら良かったかなと感じた。
9つの部門長からのメッセージにはもっと時間を掛けてもよいのではと思いました。6名の講師の皆
さんからの発表、とても惹きつけられました。WEB参加の方々からのチャットによる質問・意見
がどんどん届き、それにより最後のコマに活気が出たこと、さらにWEB参加の方々にとっての会
場との一体感が得られたのではないかと想像し、会場参加者の一人として、温かい気持ちになりま
した。
「災害救護研究所DMRI」が設置されたことで、災害救護に関する体系的な知識・知見・技術の学
術的な集約に大いに期待しております。また、研究成果の知識・知見・技術を単に日赤関係機関内
部だけで利用するのではなく、可能な限り幅広く関係機関へ社会還元して頂くことを期待しており
ます。
大変著名な先生方の講演は、大いに参考となりました。また、そもそもの災害救護研究所の設立の
意義や目的と周りからの期待を把握させて頂く事ができ有意義でした。我々も災害のソリューショ
ンをご提案させて頂く中、ニーズに即したものに、よりアップグレードをはかりたいと思います。
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　2021（令和3）年6月の災害救護研究所新設と同時に、具体的に研究活動を担う組織として10
の部門が設置された。2021（令和3）年度下半期から、各部門における実質的活動が開始された。
約半年という短い期間内ではあったが、各部門においては、鋭意、当年度および次年度につな
がる研究企画立案等がなされた。各部門に共通する主な活動としては、個々の部門を構成する
研究員の確定と部門の組織化、2021（令和3）年度研究計画書及び活動予算の立案、今年度可
能な実質的研究活動（学術集会における研究報告等を含む）、2022（令和4）年度の研究活動に
つなげる準備等であった。
　以下に、今後設置予定の「高齢者生活支援（地域包括ケア）部門（仮称）を除く9部門の
2021（令和3）年度活動を報告する。

Ⅵ．研究活動報告
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災害救護部門
　部門長　　　中野　実
　副部門長　　丸山　嘉一　高階　謙一郎
　専任研究員　稲田　眞治　岡本　貴大　中村　光伸　田口　茂正　芝田　里花
　　　　　　　髙寺　由美子　上門　充　中田　正明　魚住　拓也
　客員研究員　高桑　大介

1．研究計画

【研究テーマ】
　災害救護における救護班の役割り検討～日赤救護活動に係る教育・育成の支援～

【研究背景と概要】
　近年、災害時に多くの組織・団体が ｢救護班｣ として被災地に参集しており、救護活動内容
も災害の特徴を反映して非常に多様化している。これらを踏まえて、過去および現在の災害救
護活動を検証し、今後発生しうる災害に備えた救護活動を構築することが必要である。
　一方、災害医療自体がまだ新しい学問であることや、本来は新たな災害が発生する度に見出
される新知見は、速やかに教育･研修すべき内容・方法・教材に反映されるべきであるが、現
時点ではそれらは十分に反映できていない現状がある。日本赤十字社の災害救護活動において
も、現在、日赤救護班、日赤災害医療コーディネートチーム、こころのケア、災害ボランティ
アに対する研修が行われているが、災害救護に関して統一および一貫した研修･教育は行われ
ているとは言い難い。
　そこで、日本赤十字社が国内の災害救護活動において得た経験や知見、および、国際赤十字
の一員として国際救援経験で得た知見を、国内の救護活動にも活かすことができるよう検討す
ることが重要である。本研究は、災害サイクル全体を通して、赤十字社として何が求められて
いるかを考えて行動できる人材育成に寄与し、災害救護活動における教育･研修体系構築の一
助となる。

【研究目的】
　災害救護について、災害救護に係る行政官・医師・看護師等・薬剤師・ボランティア等の多
職種、多組織と共に検討し、日本赤十字社の果たす意義・役割を明らかにする。
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【具体的研究計画】2021（令和3）年度～2022（令和4）年度　2年間計画
1．指導・教育の内容・方法・教材の検討
　1）指導・教育の内容・方法・教材の検討の対象とする教育･研修･等
　　①�日赤救護班研修会、②日赤災害医療コーディネート研修会、③「日赤救護班研修会」指

導者養成コース〔現指導のつぼコース〕、④「日赤災害医療コーディネート研修会」の
指導者養成コース、⑤その他の教育･研修･講習。

　2）指導・教育の内容・方法・教材の検討時期
　　①�教育･研修の主催者の要請があった場合、②新たな災害発生後の検証･分析で、教育･

研修･等に取り入れるべき内容･教材が存在する場合
2．�新たな災害が発生した際に、速やかに災害救護班活動の検証・分析を行い救護における最
新の知見を踏まえ、新規あるいは更新した指導・教育の内容・方法・教材を検討し、研修
に反映させるよう支援する。

3．上記を通して、日本赤十字社の行う災害救護活動の意義･役割を明らかにする。

2．研究活動報告

　今年度は、組織体制づくり、活動方針の周知・合意、および活動基盤を整えるため以下を実
施した。
1．�研究員に対する ｢災害救護研究所｣ ｢災害救護部門｣ の意義・目的・活動計画の伝達・周知・
情報共有と、｢災害救護部門｣ の活動方針の周知と合意形成

　1）｢災害救護部門｣ のメーリングリスト作成・運用開始
　2）�｢災害救護部門｣ 会議実施：災害救護部門キックオフ会議を開催し、方針の合意および研

究活動に関する検討を行った。
2．研究活動に必要となる物品の選定と購入
　1）�指導・教育内容・方法・教材開発等の活動に必要となる物品（TV会議カメラ、カメラ

調査など記録用デジタルカメラ等）を購入し、研究開始に向けた準備を行った。
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国際医療救援部門・国際救援部門
国際医療救援部門
　部門長　　　中出　雅治
　副部門長　　杉本　憲治
　専任研究員　伊藤　明子

国際救援部門
　部門長　　　佐藤　展章

1．研究計画

【研究テーマ】
　次世代の医療救護施設／機材の開発　（国際医療救援部門・国際救援部門共同研究）

【研究背景と概要】
　日本赤十字社の災害医療の強みは、国際（ERU）、国内（dERU）ともに、災害現場で設営
できる野外医療施設を持つ点であり、過去に多くの国内外の災害において、野外医療施設での
活動を展開してきた。これらは発災直後に迅速に展開するというコンセプトで1990（平成2）
年代後半にアイディアを発出、2000（平成12）年前後から実現したものである。その後医療の
進歩に伴ってマイナーチェンジが行われてきたが、大きな改善は一度もなされていない。
　本研究では、次世代の医療救護施設を開発することにより、現時点の問題点であるテントの
改良と、唯一自己完結がかなわない給水と発電の自給自足に特に重点を置き、最新の技術を持
つ企業群とともに開発する。
　これにより、日本赤十字社の次世代の国際救援、国内救護施設／設備を構築し、次世代の災
害医療に貢献する。加えて、本研究で扱う次世代設備は現在のものと比較してより自己完結度
が高く、より厳しい環境においても展開できると同時に環境に与える影響を減らし、資源を節
約し、SDGsの達成に貢献する。

【研究目的】
　日本赤十字社の次世代の国際救援、国内救護施設／設備を構築し、次世代の災害医療に貢献
する。

【具体的研究計画】2021（令和3）年度～2023（令和5）年度　3年間計画
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1．超軽量かつ設営が簡便な耐久性医療テントの開発
　　�　医療用テントとして6×8ｍのサイズで、1年間メンテナンスフリーで立てっぱなしの耐
久性をもつ。女性4名で運搬、15分程度で設営が可能なものを3年計画で作ることを目標と
する。

　　［スケジュール（予定）］
　　　2021（令和3）年度：企業との意見交換
　　　2022（令和4）年度：素材開発、設計
　　　2023（令和5）年度：モックアップ製作
　　　＊�テントの重量を大幅に減らすことで、現場スタッフのみならず、ロジスティクスの負

担を減らすことができる。

2．水、電気の自給自足
　　�　野外医療施設を展開する上で、現地へ輸送して自己完結できないものが、水と燃料の2
つである。水を空気から生成し、電気を自施設で発電できれば、この2つの課題は解決し、
また環境への悪影響も減らすことができる。クリニック型の医療設備で1日の水使用量、
あるいはホスピタル型でもっとも水を消費するモジュール（キッチン、ランドリー、シャ
ワー）での1日水使用量を1～2トンと見積もっており、本研究では、自己完結でこれらの
水とこれを生成する電気を再生可能エネルギーで供給するシステムを開発する。また、野
外医療施設で最も電力を消費する空調についても、次世代型の研究を行う。

　　［研究実施スケジュール（予定）］
　　　2021（令和3）年度：水を空気から生成する装置および水循環システムの構築
　　　2022（令和4）年度：1日500Lの水を自給自足するプロトタイプの完成と実証実験
　　　2023（令和5）年度：�1日2トンの水を再生可能エネルギーを使って完全自給自足できるモッ

クアップ製作、併行して、低消費電力の空調を企業と共同研究（予
定）

3．その他あらたな医療機器の開発、既存の医療機器の軽量化
　　［研究実施スケジュール（予定）］
　　　初年度（2021（令和3）年度）参画可能企業の調査
　　　2年度（2022（令和4）年度）共同研究、開発（詳細未定）

2．研究活動報告

　上記計画に基づき、今年度は参画可能企業の調査、企業との意見交換および以下の講演、学
会発表等を実施した。
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■学会発表
①�中出雅治、20年後の野外医療施設の開発．第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令
和4）年3月、広島
②�伊藤明子、関塚美穂．日本赤十字社における国際要員としての看護職の育成．第27回日本災
害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
　�関塚美穂、伊藤明子．日本赤十字社国際医療救援拠点病院における国際要員の人材育成制．
第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島

■抄録
②学会名：第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
発表者：伊藤明子、関塚美穂
演題名：日本赤十字社における国際要員としての看護職の育成
演題名（英語表記）：International�human�resources�development�for�Japanese�Red�Cross�nurses
抄録本文：
　日本赤十字社は赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟及び各国赤十字・赤新月社の
協力体制のもと要員を派遣している。1961（昭和36）年から現在までの派遣者数1964名の内、
看護職は749名である。看護職の救援活動は、2000（平成12）年以降自然災害や紛争犠牲者の
救援に看護職394名を派遣した。その活動は非紛争地域で227名、紛争地域で107名である。大
規模な自然災害や長年続く紛争や避難民の増加に伴い、派遣機会および派遣要員数が増加して
いる。国際活動における看護職の職位は、保健要員／看護師から他国籍の多職種を統括するチー
ムリーダー、事業責任者と様々である。また活動時に求められるコンピテンシーは多岐にわた
り、看護職の役割は重要である。日本赤十字社は継続教育システムとして、実践者、管理者、
教員、国際ラダーから構成されるキャリア開発ラダーを導入した。改定後には、実践者ラダー
にグローバルヘルスの領域を位置づけ、国内外の事象に目を向ける枠組みを加えた。また国際
医療救援拠点病院では研修会の開催や、国際医療救援部研修制度を構築し、人材育成を行って
いる。今後は国内外での多数の経験知とコンピテンシーに基づく研修が必要である。
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災害看護部門
部門長　　　内木　美恵
専任研究員　尾山　とし子　森岡　　薫　池田　載子　小林　洋子

1．研究計画

研究計画1
【研究テーマ】
　福島第一原発災害後の要援助者への支援ネットワークの形成
　～いわき市在住浪江町住民支援～

【研究背景と概要】
　日本赤十字看護大学は2012（平成24）年10月から、福島第一原発災害により浪江町からいわ
き市に避難した全浪江住民に対して全戸訪問およびアンケート調査による健康実態把握と健康
支援を実施した。（日本赤十字社事業局看護部・日本赤十字看護大学，2017，p5）。事業の目
的は、①各家庭全戸訪問による聞き取り健康調査を実施し、町民個々の健康状態を把握する。
調査の結果、保健医療サービスが必要と判断される場合は、浪江町の保健医療行政および医療
機関や保健サービスと連携して、住民の健康問題への支援につなげる。②アンケート調査によ
り、浪江町民の健康状態と支援ニーズを把握する。③①の家庭訪問と健康調査実施の際には、
単に健康状態を調査するという態度ではなく、町民の方々の生活や経験に耳を傾け、「語りを
聞く」という態度を重視し、ナラティブ・アプローチに基づく「語りを聞くケア」の実践を行
う。④健康調査結果の分析を行い、各種サロンを企画し運営する。⑤支援ニードに基づいた保
健医療サービスの在り方やコミュニティ形成の在り方を検討する。これら5つの目的は、地域
の支援とニーズにより時期により変化しており、2017（平成29）年からは、目的④、②が終了
した（日本赤十字社事業局看護部・日本赤十字看護大学，2017，p9-10）。
　活動にあたっては、いわき市に“日赤なみえ保健室”と称する浪江町住民の保健室兼事務所
を開設し、保健師や看護師、事務員を非常勤職員として配置した（日本赤十字社事業局看護部・
日本赤十字看護大学，2017，p11-12）。また、2015（平成27）年からは、いわき市の浪江町総
務課出張所、浪江町保健師、福島県精神保健福祉協会ふくしま心のケアセンターいわき方部セ
ンターと合同会議を定期的に開催し、情報の共有、即応性と適切性を考えた支援を行った（日
本赤十字社事業局看護部・日本赤十字看護大学，2017，p16-17）。
　本研究では、浪江町民の要援護者の支援のためのネットワーク形成の経過を明確に記述した
資料を作成することにより、災害復興期における、被災者の健康を維持するための支援体制に
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関する資料とする。今後のより望まし支援体制構築のための一助としたい。

【研究目的】
　浪江町の要援護者の支援のためのネットワーク形成の経過を明らかにする。

【具体的研究計画】
　1．これまでの会議録等の整理、分析
　2．フィールドワーク
　3．データ分析、報告書・発表資料作成

研究計画2
【研究テーマ】
　2011（平成23）年以降の災害時に開設された福祉避難所に関する文献検討

【研究背景と概要】
　2011（平成23）年の東日本大震災以降、2013（平成25）年災害対策基本法の改正による指定
避難所の指定制度、同法施行令による福祉避難所の指定制度が定められた。福祉避難所では、
主として高齢者、障がい者、乳幼児その他特に配慮を要する者（以下、要配慮者」）の滞在を
想定して、要配慮者支援のために体制整備や一定基準の生活環境の確保等が規定された。
　その後、「災害時要援護者の避難支援ガイドライン」（災害時要援護者の避難対策に関する検
討会、2006）をはじめとして「福祉避難所設置・運営に関するガイドライン」（内閣府政策統
括官（防災担当）、2016、2021改定）」と、福祉避難所における実際の支援ガイドライン等も次々
に発出されている。
　一方、要配慮者に関する支援については、1987（昭和62）年の防災白書において、災害弱者
が定義され増加していることや、対策が不十分であることが明記されたが、それ以後も特に対
策は進まなかった（災害要援護者支援研究会編，2006）。1995（平成7）年の阪神淡路大震災で、
高齢者、障がい者、乳幼児や妊婦は、避難所で一般の被災者に混じって生活しており、配給物
情報入手、長蛇の列に並んでの配給物受け取り、トイレ等の段差などがある中での移動等に困
難があったこと、暖房がなく寒さが厳しかったこと等が指摘されている。また、2004（平成
16）年新潟県中越地震では、福祉避難所が開設されなかったことも報告されている（江原，
2006）。
　以上から、東日本大震災以降、福祉避難所に関する法律やガイドラインは整備されつつある
が、実際の活用状況、生活環境、改善すべき課題等はいまだ不明確な状況にある。そこで、本
研究においては行政等の報告書等から、福祉避難所の実態を明確にしたいと考えた。
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　福祉避難所の現状と課題を明らかにすることにより、今後、必要とされる看護師らによる支
援を検討する一助となる。加えて、全国各地に存在する日本赤十字社の医療機関が担える可能
性のある地域での福祉避難所支援について検討する資料となる。

【研究目的】
　2011（平成23）年以降の災害時に開設された福祉避難所に関する報告書等の文献から、福祉
避難所の現状および要配慮者へのケアに関する課題を明らかにする。

【具体的研究計画】
　1．研究デザイン：文献レビュー
　2．�福祉避難所が開設された災害とするため、内閣府から毎年出される防災白書から、甚大

災害に認定された災害を抽出する。
　3．その災害が起きた行政の被害および支援に関する資料を集める。
　4．�2011（平成23）年以降の研究論文を医学中央雑誌などから検索し、福祉避難所に関する

研究を抽出する。
　5．�福祉避難所の生活の状態、支援、課題を視点に抽出し、各災害にまとめる。時系列に並

べ現状と課題を明らかにする。

研究計画3
【研究テーマ】
　助産師による妊産婦および子どもを持つ母親への災害への備えと支援体制構築
　―助産師による妊産婦指導などを活用した災害時の備えの内容の検討―

【研究背景と概要】
　妊産婦および乳幼児は災害時要配慮者であり、発災時には特に支援を必要とする。1995（平
成7）年阪神・淡路大震災や2011（平成23）年の東日本大震災において、妊産婦が、検診施設
の変更、分娩施設の変更、マイナートラブル、切迫早産兆候、早産、不安やイライラ等が増え
る等の影響を受けたこと等を踏まえて、在宅ケア、相談等さまざまな支援が提供されるように
なってきた。また、平時における妊婦への備えとして、「助産師が伝える災害時の知恵ぶくろ（日
本助産師会災害対策委員会，2016）」、「妊産婦・乳幼児のための災害への備え（世田谷区，
2021）」「妊産婦・乳幼児を守る災害対策ガイドライン（平成26年3月改訂）（東京都福祉保健局
少子社会対策部家庭支援課，（2014）」などのマニュアルが出され、妊婦への啓発が徐々に行わ
れている。
　また、災害時に妊産婦および子どもを持つ母親が、安全かつより健康に生活するためには、
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平時からの備えを高める必要がある。日頃から実際に母子ケアを行っている助産師が、この役
割を担うことが適切であり、助産師による支援体制を構築することが急務である。
　しかし、助産師による備えに関する実際の支援は、両親学級の場を活用して試行されている
など少数であるとの報告が散見されている。そこで、災害時の妊産婦、子ども、母親の理解、
そして災害時の生活準備を促すための妊産婦指導、産後訪問、育児指導等を活用した支援等に
ついて、より広く文献検討を行うとともに、助産師からの意見を聴取して、妊産婦および子ど
もを持つ母親の健康を守る助産師による平時の支援について検討することにより、災害時の支
援体制構築の一助としたい。

【研究目的】
　助産師自身がどのような備えをすることが重要と感じているか明らかにし、平時に助産師が
妊産婦に行う妊産婦指導、産後訪問、育児指導等を活用した、災害時の備えの内容及び項目を
検討する。

【具体的研究計画】2021（令和3）年度～2022（令和4）年度　2年間計画
　2021（令和3）年度：文献検討、ワークショップ等を開催
　1．�災害時の妊産婦、子ども、母親の理解、そして平時の備えに関する支援等について文献

検討を行い、これをもとにワークショップを開催し、助産師が妊産婦および子どもを持
つ母親の健康を守る平時の支援について検討する。

　2022（令和4）年度：文献検討、ワークショップ等を開催
　1．�妊産婦および子どもや母親が災害時に避難生活を送る福祉避難所、そして幼児および学

童への災害時支援に広げる。
　2．妊産婦を対象とした調査。
　3．�妊産婦指導、産後訪問、育児指導等において、助産師が災害の備えを行うことに関する

評価調査。（予定）

2．研究活動報告

　今年度は、研究員の決定、研究計画書作成、および、研究計画1．2．3を実施し、その研究
結果に基づきの研究報告4編、および、他の災害看護学に関する研究活動2編の合計6編を、第
27回日本災害医学会総会・学術集会（2022（令和4）年3月）にて発表した。
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■学会発表
①�守田美奈子、内木美恵．福島第一原発災害後の要援助者への支援ネットワークの形成―いわ
き市在住浪江町住民支援．第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広
島
②�内木美恵、守田美奈子．福島第一原発災害事故後の住民の5年間の健康状態の変化．第27回
日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
③�内木美恵．2011年以降の災害時に開設された福祉避難所に関する文献検討．第27回日本災害
医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
④�内木美恵、藤田恵理子、矢島藍．助産師による妊産婦および子どもを持つ母親への災害への
備えと支援体制．第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
⑤�池田戴子、内木美恵．日本赤十字社のパレスチナ赤新月社医療支援事業におけるレバノン共
和国内での病院支援―web会議システムによる遠隔支援の併用の検討―．第27回日本災害医
学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島

■抄録
①学会名：第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
発表者：守田美奈子　内木美恵
演題名：�福島第一原発災害後の要援助者への支援ネットワークの形成-いわき市在住浪江町住

民支援
演題名（英語表記）：�Formation�of�a�support�network�for�people� in�need�of�assistance�after�

the�accident�of�the�Fukushima�Daiichi�Nuclear�Power�Plant
抄録本文：
【目的】日本赤十字看護大学は日本赤十字社と連携し東日本大震災による福島第一原発事故に
より、いわき市に避難した浪江町民の健康支援事業を2012（平成24）年から開始し2021（令和
3）年まで10年間継続している。今回は浪江町民の要援護者の支援のためのネットワーク形成
の経過を報告する。
【経過】活動開始時は支援スタッフ及び浪江町役場保健師等と支援活動及び事例の情報共有の
ための会議を定期開催した。2013（平成25）年から「要フォロー/要支援」事例に関する「事
例カンファレンス」を月1回実施した。2014（平成26）年から保健所又は「こころのケアセンター」
臨床心理師が参加する体制となった。浪江町保健室スタッフ、行政保健師、心のケアセンター
の臨床心理士が一堂に会し事例カンファレンスを定例化することで、事例を中心とした支援目
標や支援方法の共有ができ独居高齢者や母子の問題、慢性疾患の未受診や悪化、精神的な問題
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などの要援護者への支援ネットワークが形成され組織間連携が円滑になり、住民への有効な支
援に繋がった。
【考察】住民が抱える固有の問題に関する「事例カンファレンス」での課題共有を通して、異
なる組織、職種間で支援への動機づけが高まりネットワーク形成につながった。

②学会名：第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
発表者：内木美恵　守田美奈子
演題名：福島第一原発災害事故後の住民の5年間の健康状態の変化
演題名（英語表記）：�Health�status�trend�of�the�residents�for�five�years�after�the�accident�of�

the�Fukushima�Daiichi�Nuclear�Power�Plant
抄録本文：
【研究目的】日本赤十字看護大学は日本赤十字社と共同で、2012（平成24）年から2017（平成
29）年3月までの5年間、福島第一原発災害事故後にいわき市に避難した浪江町民の健康調査と
支援活動を実施した。災害発生後5年間の住民の生活と健康状態の推移を分析した。
【研究方法】対象者の属性、生活状況、心理状態、社会活動状況等などを問う自記式の調査用
紙を作成し、個別あるいは電話訪問による調査を実施した。調査対象数は2012（平成24）年
726人、2013（平成25）年10月642人、2014（平成26）年745人、2015（平成27）年は749人で合
計2859名であった。本調査は日本赤十字看護大学研究倫理審査委員会の承認を得て実施した
（2012-102）。
【結果】対象者は40～50歳代が50％程度を占め、女性が約60％であった。住居状況は当初借り
上げ住宅が42％だったが5年後には10.9％と減少した。睡眠時間の減少は25％から2年後に7.5％
と軽減し食事など生活状況は2年後に改善していた。しかし約26.6％の住民が寝つけない、気
分が落ち込む（27.6％）状態にあり、5年目もあまり変化がなく、近隣の人との会話も少ない
等社会関係と共にあまり改善が見られなかった。
【考察】心理状態や社会関係への影響が長期に続く住民が一定数いることが示唆された。

③学会名：第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
発表者：内木美恵　守田美奈子
演題名：2011年以降の災害時に開設された福祉避難所に関する文献検討
演題名（英語表記）：�Literature�review�of�the�welfare�evacuation�centers�set�up�in�disasters�

since�2011
抄録本文：
【目的】福祉避難所は法律で、災害が発生する前に市町村長により指定すると規定され、運営
は政府により「福祉避難所設置・運営に関するガイドライン」が2016（平成28）年に改訂され
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提示されている。また、福祉避難所が公的に開設されたのは2007（平成19）年の能登地震であっ
た（輪島市，2019）。福祉避難所の現状から要配慮者へのケアへの課題を明らかにするために、
2011（平成23）年以降の災害時において開設された福祉避難所に関する報告書等を検討する。
【方法】2011（平成23）年東日本大震災、2016（平成28）年熊本地震、2018（平成30）年7月豪
雨を対象に行政の報告書、学術雑誌に投稿された文献等10件を対象にした。
【結果】福祉避難所で生活した要配慮者は、多くが高齢者であった。場所は高齢者施設が多く、
体育館の一室等も使用していた。また、保健師やケアマネージャーが対象者を避難所等で選択
を行っていた。生活は、東日本大震災では大部屋で、床に寝具を敷いて暮らしていたが、熊本
地震ではベッドを使用し、パーテーションで仕切られているところが増えていた。施設での被
災者ケアは常勤職員が行うところが多く、職員の疲弊が見られた。
【考察】福祉避難所での被災要配慮者ケアに課題があることが示唆された。

④学会名：第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
発表者：内木美恵　藤田恵理子
演題名：助産師による妊産婦および子どもを持つ母親への災害への備えと支援体制
演題名（英語表記）：�Disaster�preparedness�and�support�system� for�pregnant�women�and�

mothers�with�children�by�provided�midwives
抄録本文：
　災害時要配慮者には、妊産婦、乳幼児等が含まれているが、平時の備えや支援体制は少ない。
平時から、妊産婦、子ども、そして母親達への災害の備えを促して自助を高めることが必要で
ある。そこで、助産師等により発災時に妊産婦、子ども、母親の心と体の健康への影響を最低
限にする支援を行うために、2021（令和3）年から、助産師及び保育関連者と共に地域ぐるみ
で支援を行う体制作りを東京都国分寺市で開始した。
　今年度は、災害時の妊産婦、子ども、母親の理解、そして災害時の生活準備を促すための妊
産婦指導、産後訪問、育児指導等を活用した支援等について、ワークショップを数回開催する。
これらから、助産師が妊産婦および子どもをもつ母親の健康を守る平時の支援について検討す
る。次年度は、妊産婦および子どもや母親が災害時に避難生活を送る福祉避難所、そして幼児
および学童への災害時支援に広げることを予定している。
　これらの活動から、助産師による妊産婦および子どもを持つ母親等への備えと支援体制につ
いて検討する。

⑤学会名：第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
発表者：池田戴子　内木美恵
演題名：�日本赤十字社のパレスチナ赤新月社医療支援事業におけるレバノン共和国内での病院
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支援―web会議システムによる遠隔支援の併用の検討―
演題名（英語表記）：�Bilateral�Medical�Cooperation�Project� between� the�Palestine�Red�

Crescent�Society�and�the�Japanese�Red�Cross�Society
　　　　　　　　　 �-�Examination�the�combined�use�of�remote�support�by�web�conference�

system�-
抄録本文：
　レバノン共和国（以下レバノン）では多くのパレスチナ難民が生活している。2018（平成
30）年から日本赤十字社（以下日赤）は、パレスチナ赤新月社（以下PRCS/L）と共にレバノ
ン国内に5つの病院を設立し、パレスチナ難民に対し医療を提供している。これらの病院は、
外来、病棟、手術室があり、5つの病院で2020（令和2）年には10,532人の入院患者、2,437件の
手術を行った。日赤は、医師、看護師、事務を派遣し、医療支援活動を行っている。
　しかし、2020（令和2）年3月にCOVID-19パンデミックにより現地で活動していた日本人看
護師は帰国せざるを得なくなった。事業のモニタリング結果の定期報告、フォローアップに加
え2020（令和2）年4月から、web会議システムを活用した遠隔支援を実施したが、効果がなかっ
た。
　今後も、感染症蔓延や治安の悪化により、現地に日本人スタッフが滞在して支援をすること
が難しくなることが予測される。5病院を横断的に活動する現地プロジェクトアシスタントの
確保、COVID-19に関する感染管理、リスクマネジメント、救急外来でのトリアージなどに対
する対応を現地で指導するとともにリモート支援を加えていくことを検討する。

■シンポジウム
　内木美恵．「育てる　災害救護と学術の連携」災害救護活動実践の学術への発展．第27回日
本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島（シンポジウム）
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防災減災部門
部門長　　　白土　直樹

1．研究計画

【研究テーマ】
　災害等の有事における指揮調整の仕組みIncident�Command�System（ICS）に関する基礎的
研究

【研究背景と概要】
　災害等の有事における指揮調整の仕組みであるICS（Incident�Command�System。以下「ICS」）
は、多くの先進国で態様の差はあれども既に導入されている。一方、我が国では中央政府をは
じめほとんどの災害対応組織でICSは導入されておらず、これが我が国における有事の指揮調
整の混乱を招く要因の1つになっていると考えられる。こうした状況は日本赤十字社（以下「日
赤」）の災害救護システムにおいても同様であり、過去の災害においても少なからず指揮調整
の混乱が見られ、災害の規模が大きくなるほど、その混乱の度合いは大きくなっているように
見受けられる。将来、首都直下地震や南海トラフ地震などこれまで経験したことのない巨大災
害の発生が懸念されるなか、指揮調整系統の改善を図らない限り、こうした巨大災害に迅速・
的確に対応できなくなることが懸念される。
　ついては、将来的な日赤におけるICSの導入を念頭に、まずはICS先進国であるアメリカの
赤十字におけるICSの仕組みを理解するための基礎的研究を実施する。
　実践的意義としては、日赤にICSが導入され指揮命令系統がより明確・確実になることで、
日赤の災害救護活動がより円滑・的確に実施されるようになるほか、簡易的なICSの手法を広
く一般の地域住民にも普及することで、地域コミュニティにおける災害時の共助推進の一助と
なる。また、防災分野の研究では社会実装されることが極めて重要であり、本研究を通じて、
日赤が国内他組織に先んじてICSを導入することが出来れば、日赤が当該分野においてリード
ロールを取ることが可能となり、日赤及び本研究所のプロファイルが向上するなど、その意義
は極めて高い。

【研究目的】
　日赤の災害救護システムにおいてICS導入を目指すための基礎的研究を行うこと。

【具体的研究計画】2021（令和3）年度～2022（令和4）年度　2年間計画
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　2021（令和3）年度：�米国赤十字社（以下、「米赤」）とコンタクトを取り、本研究の意義・
意図等の理解を得て、米赤のICSマニュアルその他参考資料を入手す
る。

　2022（令和4）年度：当該マニュアル等を翻訳（全文翻訳）する。（業者発注）

2．研究活動報告

　上記研究計画に基づき、以下の通り組織体制づくりおよび文献等の収集、検討を実施した。
1．�部門における研究員の組織化に向け、適任者となる部門研究員を検討し、本人の内諾を得た。
2．�今後の研究テーマとしてICSにかかる基礎研究を行うため、米赤のICSマニュアル入手、
国内で刊行されている関連書籍の収集と検討を行いICSに関する基礎情報を得た。
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心理社会的支援部門
部門長　　　森光　玲雄
専任研究員　中井　茉里　宮本　教子　長尾　佳世子　大山　寧寧
客員研究員　赤坂　美幸

1．研究計画

研究計画1
【研究テーマ】
　サイコロジカル・ファーストエイド（Psychological�First�Aid；以下PFA）の普及

【研究背景と概要】
　PFAとは、危機的状況下で助けが必要かもしれない人に対して行う、心理社会的支援の基
本的スキルであり、あらゆる災害支援者が身につけておくべき緊急支援のスタンダードと位置
付けられる。これまで、様々な国際機関によるPFAマニュアルが日本国内に普及されてきた。
一方、赤十字のPFAガイドはIFRCによるガイドが2014（平成26）年に発行されているが、
2022（令和4）年1月現在まだ日本語化されておらず、国内に紹介されていない。そこで、2014
（平成26）年に発刊されたIFRCのPFAガイドを日本赤十字社本社と共同翻訳し、成果物を日
本赤十字社関連機関、ボランティア、小中学生等にもわかりやすく広く周知する。本研究は、
災害救護に資する製品開発型のプロジェクトであり、その後の研修活用や実災害での実装を見
据え、知見がいつでも誰にでも入手可能となるようインフラ整備を行う。

【研究目的】
　PFAの手引書を翻訳し、いつでも、だれでも、利用可能な状態に整えること

【具体的研究計画】2021（令和3）年度～2023（令和5）年度　3年間計画
2022（令和4）年：翻訳作業、ピアレビューアー選定・依頼準備
2022（令和4）年1月～3月：ピアレビュー　
2022（令和4）年5月～9月：ピアレビューを踏まえた校正作業
2022（令和4）年10月：初校完成、年製本依頼（100頁以上を想定）
2022（令和4）年12月以降：国内の日赤関連施設・支部に発送　デジタル化ウェブ公開
2023（令和5）年1～3月：関係者への周知用ウェビナー開催
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研究計画2
【研究テーマ】
　COVID-19パンデミック下における医療従事者のメンタルヘルス調査

【研究背景と概要】
　COVID-19パンデミックの長期化により、医療従事者は慢性的なストレスに晒され、診療に
あたる医療従事者の約4人に1人が、不安あるいは抑うつ症状を呈している（Luo;�2020,�Pappa;�
2020）。国内においても、COVID-19診療にあたる医療従事者の31.4％にバーンアウトを認め�
（Matsuo,�2020）、重篤な精神疾患の発症や自殺などの深刻なメンタルヘルスの危機へと発展し
得ることが懸念されている。
　しかし、これまでの研究は、感染拡大当初に特定の医療施設や地域を対象とした調査が主で
あり、長期的なパンデミック対応の影響を調べた研究や、地域性および施設ごとの差異に関す
る研究は未だ少なく、全国の赤十字病院の医療従事者のメンタルヘルスの実態を明らかにする
ことにことは喫緊の課題である。これらは、医療従事者のメンタルヘルスの維持・向上に向け
た心理社会的支援の実践の一助となり、地域や施設ごとの特徴に配慮した支援を検討する基礎
資料となる。また、メンタルヘルスのリスク因子だけでなく、保護因子を明らかにすることで、
現場で働く医療従事者の適応力や回復力を促進する上での示唆を得ることができる。

【研究目的】
　COVID-19パンデミックが長期化する中、医療従事者のメンタルヘルスを評価し、その潜在
的なリスク因子と保護因子を明らかにする。

【具体的研究計画】2021（令和3）年度～2022（令和4）年度　2年間計画
　全国の赤十字病院の全職員（約67,000名）対象に、抑うつ、バーンアウト、レジリエンス等
を含むメンタルヘルスに関する自記式質問紙ウェブアンケート調査を実施する。

研究計画3
【研究テーマ】
　COVID-19パンデミック下の医療機関におけるスタッフへの精神保健および心理社会的支援
の実態調査

【研究背景と概要】
　災害等の危機的状況下で対応にあたる支援者は隠れた被災者と呼ばれ、災害支援の文脈では
被災者のみならず支援者を対象とした精神保健および心理社会的支援（Mental�Health�and�
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Psychological�Support、以下、MHPSS）の重要性が指摘されている。COVID-19パンデミック
というこれまでの自然災害とは異なった感染症災害においても、各医療機関で様々な支援者支
援活動が行われ、数多くの実践報告が発表されている。
　しかしながら、多施設の活動を収集し量的・質的に分析した研究は少ない、COVID-19パン
デミック下の日赤医療施設内における支援者支援活動実態を明らかにすることは喫緊の課題で
ある。本研究にて得られた知見は、緊急時のMHPSSの部門横断性や、多層的な支援サービス
の担い手による連携・情報共有の重要性を示す実証的な資料となる。また、狭義の“こころの
ケア”よりも多層的かつ統合的な支援を意図するホリスティックなMHPSSの概念浸透のため
の一助となる。

【研究目的】
　COVID-19パンデミック下の日赤医療施設内における支援者支援活動実態をMHPSSの観点
から明らかにし、活動カテゴリー（activity�code）とその具体例を可視化する。また、「誰（ど
の部門）がいつ、どのような支援を誰に対して提供していたか」を明らかにする。

【具体的研究計画】2021（令和3）年度～2022（令和4）年度　2年間計画
　感染症パンデミック災害時における全国の赤十字医療機関での支援者支援のあり方を郵送ま
たはウェブアンケート調査により実態調査を行い、インタビューにてその課題やベストプラク
ティスについて聞き取り調査を行い質的に記述する。
　2021（令和3）年度：研究準備
　2022（令和4）年4月～：研究計画、質問項目等の確定　パイロット調査と質問項目の修正
　2022（令和4）年8～10月：全国赤十字病院施設を対象に質問紙データ収集開始
　2022（令和4）年10～12月：フォローアップインタビュー実施
　2022（令和4）年12～2023（令和5）年1月：分析、報告書まとめ

研究計画4
【研究テーマ】
　宮城県における日赤救護班要員等のサポートシステムの構築と評価

【研究背景と概要】
　日本赤十字社宮城県支部においては、2021（令和3）年9月より東日本大震災以来MHPSSに
関する活動パートナーであった宮城県臨床心理会と協定を結び、外部団体と連携した活動終了
後の個別面談の実施体制整備に向けた検討が開始されている。これと並行し、宮城県内赤十字
病院と連携し医療施設内における救護要員等のサポートシステムの構築に向けても、検討を
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行っていくことが計画されている。
　これらアウトソーシング型およびインハウス型両方の支援者支援体制構築のハブとなるのが
宮城県支部であり、災害救護研究所心理社会的支援部門は当該支部のリードする救護要員等の
サポートシステム構築事業を間接的に支援することとする。

【研究目的】
　第一に、事業主体である宮城県支部の実践をMHPSSの観点から支援し、宮城県内において、
よりケア力の高い「派遣救護要員等への支援者支援システム」を構築する。第二に、当該支部
の取り組みを明らかにし可視化する。得られた知見を関係者が参照可能な資源とすべく記録、
分析、共有を行う。これにより、災害時の支援者支援に関する知見が蓄積され、関係機関、団
体、支部等におけるよりよい実践の一助となることを目指す。

【具体的研究計画】2021（令和3）年度～2023（令和4）年度　3年間計画
　アクションリサーチ�モデルに基づき、以下の関与・支援を提供する。
　1）�【スタッフの派遣関与】災害時の支援者支援に精通したスタッフを心理社会的支援部門よ

り派遣（オンライン／対面）、関係者会議および作業部会に同席。
　2）�【アドバイザリー機能】MHPSSの観点から支援者支援に関するテクニカルな助言提供を

行いアクションの計画づくりについて支援を行う。
　3）�【パブリッシュ機能】支部が行う現場の改善実践（アクション）を記録、分析し、ケース

スタディとして他の関係者と共有可能な状態にまとめる。
　2021（令和3）年3月～4月：災害時の支援者支援に関する文献研究、実践知の収集
　2022（令和4）年4月以降：�計画立案　日赤宮城県支部との事業計画および関与計画の共有作

業部会発足、必要時スタッフ派遣、経過共有・助言提供
　2022（令和4）年9月以降：評価ポイント、指標づくり
　2022（令和4）年3月末まで：運用開始、評価指標に準じた調査活動、インタビュー
　2023（令和5）年4月以降：学びの集約と評価、実践報告書まとめ作業

研究計画5
【研究テーマ】
　日本赤十字社の国際緊急救援活動における災害時心理社会的支援の変革
　―ERUでの心理社会的支援―

【研究背景と概要】
　日本赤十字社（以下、日赤）の基礎保健型緊急対応ユニット（以下、BHC-ERU）派遣は、
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2001（平成13）年のインド地震支援事業に始まり、現在、バングラディシュ南部避難民支援事
業へ継続している。その中で行われてきた心理社会的支援に携わったスタッフは臨床心理士、
医師、看護師、他のコメディカルと様々であり、災害の種類や支援時期によって方法も変化し
てきた。
　これまでにも個々の要員が自らの行った心理社会的支援活動について、学会などで報告し、
記録に残されている。しかし、それぞれの活動時、だれがどのように行ったのかは、日報から
読み取ることに留まり、全体を俯瞰しているのは報告書に記載された情報となっている。
　そこで、日報に挙がっている心理社会的支援内容をどのような職種が活動のどの時期にどの
ように行っていたかを調査し、分析することにより、日赤のBHC-ERUにおける心理社会的支
援がどのように変革されてきたかを明確にできると考えた。また、実践する中でどのような課
題があり、それにどう対応したかを実際に携わった派遣者より聴取、分析することで今後の
ERUにおける心理社会的支援の在り方を示唆する資料とすることができる。また、ERUでの
心理社会的支援の課題を明確にすることで、国内および他国赤十字社との協働災害支援に対す
る心理社会的支援への一助となる。

【研究目的】
　日本赤十字社のERUでの心理社会的支援の変革を明らかにすることを通して、今後のERU
派遣時に心理社会的支援を行うために必要な配慮や人材について明らかにする。

【具体的研究計画】2022（令和4）～2024（令和6）年度　2年間計画
　1．日報からの情報収集と分析、および、日報記載者へのインタビュー調査
　　2022（令和4）年3月～8月：�日報からのデータ収集（日本赤十字社国際救援要員サイトと

国際部が保管するERU日報から心理社会的支援活動の記述を
抜粋する。）

　　2022（令和4）年12月～2023年5月：�ERUの各班にて心理社会的支援を行った要員への
Webインタビューによるデータ収集を実施する。

2．研究活動報告

　今年度は、部門活動を開始できる体制を整えるため、下記の活動を実施した。
1．組織作り
　1）部門メンバー選定
　　前述の5名を研究員とした。
　2）ビジョン策定
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　�　立ち上げに伴い、長期的にどのようなインパクトを目指したいかを考え、以下の部門ビジョ
ンを策定した。
　　（1）�赤十字実務家の実践をMHPSSの観点からデータ化、分析し、実践知として可視化す

る
　　（2）オペレーション志向およびアカデミック志向の混合アプローチを用いる
　　（3）�部門活動が日赤のMHPSSの能力強化あるいは国内のMHPSS分野の発展に寄与する

ことを目指す。
　　（4）上記ビジョンのもと大きくわけて以下の3つの活動を行うことを想定する。
　　　　（過去志向のリサーチ、現在志向のコンサルティング、未来志向のリソース開発）
　3）研究プロジェクトトピックの選定と構想づくり
　�　2022（令和4）年度に研究が始められることを目標にトピック選定と構想づくりに取り組
んだ。すでに部門長森光が、本社国際部と共同で取り組んでいた連盟PFAガイドの翻訳プ
ロジェクトを研究所の予算で強化し、喫緊課題のCOVID-19関連のデータをリサーチで可視
化していくことに決定した。
　4）部門活動の組織化
　�　メンバー間のコミュニケーション円滑化のため、ウェブ上の情報共有プラットフォームを
用意した。また、プロジェクトごとに主担当を配置し、進捗と相談のためのチームミーティ
ングを定例化する等、チーム活動の基盤を整えた。

　以下の執筆活動、学会発表等を行った。

■書籍
Morimitsu,�R.（2021）.�Voices�of�Healthcare�Workers:�Supporting�Hospital�Staff�after�Death�of�
COVID-19�Patients.�Centre�for�Development�and�Emergency�Practice�Blog�Archives,�Oxford�
Brookes�University.

■シンポジウム
　袋地知恵、中村加代子、森光玲雄、法眼裕子、山口剛史．災害時の心理社会的支援のさまざ
まなかたち：東日本大震災から10年、コロナ禍を経て語りあう．日本心理臨床学会第40回大会
シンポジウム77．Web、2021（令和3）年9月
　松野千代美、森光玲雄、定池祐季、前田潤．災害としてコロナ禍の支援を考える．第37回日
本精神衛生学会シンポジウム②．Web＆常磐大学、2021（令和3）年12月
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　法眼裕子、齋藤ユリ、古城美香、松村裕美、森光玲雄．コロナ禍における電話相談の役割―
新型コロナこころの相談電話の実施状況から―．第1回日本公認心理師学会学術集会シンポジ
ウム8．Web、2021（令和3）年12月

■受賞歴
　2021年グッドデザイン賞受賞（受賞番号�21G151374）．丸山嘉一、森光玲雄．監修（2020）、
ウイルスの次にやってくるもの　日本赤十字社．
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感染症部門
部門長　　　古宮　伸洋
専任研究員　小林　謙一郎

1．研究計画

【研究テーマ】
　被災地における日赤医療活動の感染対策能力強化に関する研究

【研究背景と概要】
　災害時には、衛生環境の悪化や被災者の集団生活等によって、感染症が流行しやすい状況に
陥り、2020（令和2）年に始まったCOVID-19パンデミック以降は特に避難所等での感染対策
の重要性が高まっている。関連学会からは、被災地における感染対策マニュアル等が発行され
ているが、実際に現地で対応にあたる医療団体や、医療従事者の感染管理の実態について十分
に評価はされてはいない。
　近年、医療機関においては医療の質、感染管理の質の向上が特に求められるようになってい
る。自然災害対応の場合も、被災地域、季節等によってリスクとなる感染症は異なるが、感染
対策の原理や方法論は共通である。
　そこで、既存の災害時感染対策マニュアル等と日赤救護班等の感染管理の実際を評価し、そ
れらを基に実際的な日赤の感染管理マニュアルの作成、派遣時の感染防護具などの装備品の検
討、研修を行うことで災害時の感染対策の標準化と強化につなげていくことが重要である。こ
れにより、日赤における災害時の基本的な感染管理を行える人材および、感染対策の強化が期
待される。さらに、被災地での感染管理の標準化、サーベイランス体制の強化によって、感染
症拡大の予防、早期探知、早期介入が可能になることが期待できる。以上により、被災地にお
いて被災者と派遣者の安全を守る体制の強化につなげていきたい。

【研究目的】
　日赤職員の災害派遣時の感染対策に関する現状の評価と感染管理の質の向上

【具体的研究計画】2021（令和3）年度～2023（令和5）年度　3年間計画
　2021（令和3）年度
　　1．研究チームの組織化および次年度に向けた情報収集
　2022（令和4）年度
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　　1．既存の災害時感染対策マニュアル等、日赤救護班等の感染管理の実際の評価。
　　2．�COVID-19パンデミック発生以降に災害対応を行った日赤医療救護班、DMAT活動に

参加した日赤職員、派遣に関わった日赤本社救護・福祉部を対象に、インタビューや
アンケートなどによる調査を行い、感染対策が十分であったか、有効であった感染対策、
どのような事前準備をすべきだったか等についての情報を得る。

　　3．�災害支援に関わる機関、団体におけるガイドライン、研修プログラム等についての情
報を確認する。これらにより、災害支援に派遣される日赤職員に求められるコンピテ
ンシーと研修プログラムでの達成目標の明確化を行う。

　2023（令和5）年度：2022（令和4）年度結果を基に、日赤救護班を対象として、以下を実施
する。
　　1．感染管理ガイドラインの作成。
　　2．�実際の派遣時に有用とされる情報の整理（派遣時の装備品のリスト、ワクチン接種な

どの事前準備等）。
　　3．感染管理研修プログラム作成と実施。
　　4．他支援機関・団体とのネットワーク構築。

2．研究活動報告

　上記計画に基づき、以下の通り災害関連委員会等の活動および学会参加を通して、研究活動
に資する人事交流および情報収集を実施した。

■他組織との連携・活動
・国際協力機構（JICA）　国際緊急援助隊　医療チーム　IPC課題検討会　委員
・国際協力機構（JICA）　国際緊急援助隊　感染症対策チーム作業部会　診療班　班長
・日本環境感染学会災害時感染制御検討委員会　委員
・�WHO�Emergency�Medical�Team�Technical�Working�Group�on�Highly�Infectious�diseases
メンバー

■学会参加
　古宮伸洋．第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島（オンライン
参加）
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災害ボランティア部門
部門長　　　安江　一
専任研究員　土居　正明

1．研究計画

【研究テーマ】
　災害ボランティアに関する基礎的調査�

【研究背景と概要】
　頻発・広域・激甚化する災害に対し、近年災害ボランティアの活動はますます重要性を増し
ている。また災害ボランティアは担い手や活動が多様化し、現代的な概念として捉えなおす必
要がある。当該状況下において、長く被災者支援に貢献してきた赤十字奉仕団（ボランティア）
や様々な担い手が被災者一人ひとりに寄り添いながら特色を活かし、相互補完的に連携して支
援することが、被災者が地域で立ち上がる力に繋がると考える。
　これらの背景を踏まえて、国内でも有数の登録者数を持つ赤十字奉仕団（ボランティア）の
災害時の活動を集積すると共に、広く一般的なボランティアと歴史的経緯、活動内容等を比較
すること等により、赤十字奉仕団（ボランティア）ならではの在り方や役割、特徴やノウハウ
等を可視化する。これを基に今後赤十字奉仕団（ボランティア）が様々な担い手と連携し、被
災者支援を実施するために必要なノウハウの発展や果たすべき役割、強化すべき事項を検討し、
赤十字として必要な支援等を研究する。
　当面、今後の研究に必要な基礎的調査として既存の研究等（論文・HP発表・文献）の調査
整理を行う。

【研究目的】
　赤十字ボランティアの特徴、被災者支援ノウハウを可視化し、今後多様な主体と連携しなが
ら被災者支援を行うにあたり赤十字ボランティアが果たすべき役割及び強化事項を明らかに
し、赤十字として必要な支援等を研究するために必要な基礎的調査を行う。

【具体的研究計画】2021（令和3）年度～2022（令和4）年度　2年間計画
　2021（令和3）年度：文献調査、資料等収集による赤十字奉仕団の概要の把握
　2022（令和4）年度：�赤十字ボランティアと他団体ボランティアに関する文献調査、資料等

収集得られた資料等の比較検討、分析を行う。
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2．研究活動報告

　今年度は、2022（令和4）年度の研究に向けた準備として、以下を実施した。
1．部門における研究員の組織化
　�　今後の災害ボランティアは他団体（多様な主体）との連携等が必要とされるが、日本赤十
字社において連携等の検討の前提となる赤十字奉仕団等の体系的な現状把握や課題分析等が
なれていない。このためこれらの必要性を認識し、既に他団体との連携等を進めている支部
の職員を部門研究員として1名選定し、研究内容を支部において実践的に活用できる研究の
体制作りを2022（令和4）年度に向けて進めた。�
2．2021（令和3）年度および2022（令和4）年度の研究活動計画を策定した。
3．文献調査、資料等収集による赤十字奉仕団の概要の把握
　�　社史稿やその他の資料を収集し記載内容を整理することで赤十字奉仕団の成り立ちや活
動・課題・強化策等の推移について把握した。
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災害救援技術部門
部門長　　　曽篠　恭裕
専任研究員　根本　昌宏　津田　直人　吉川　靖之
客員研究員　市川　学　栗栖　茜

1．研究計画

【研究テーマ】
　災害時の外部給電車両の利活用モデル構築に関する研究

【研究背景と概要】
　これまで日本で発生した過去の大規模災害においては、広範囲、長期間の停電が発生してき
た。災害時の停電リスクは、今後、インフラ老朽化に伴い更に高まることが予想される。一方、
近年、ハイブリッド車や燃料電池自動車の開発、普及に伴い、災害時に車両から電気を使用す
る他の端末への電力供給が可能な車両（以下、「外部給電車」という）を活用する取り組みが
自動車メーカーを中心として進められている。外部給電車は、被災地における被災者、救援要
員等の移動手段としての利活用に加え、外部給電機能を活用した「うごく発電機」としての活
用が期待される。しかし、これらの取り組みは自動車メーカー主導で進められていることもあ
り、災害救援団体の視点での活用、医療機関の視点での運用に関する研究は乏しい。災害救援
における外部給電車の活用に向けては、救援団体を交えた実運用モデルの構築が求められる。
　このため本研究では、車両から医療機器、救援資機材、仮設医療施設、および避難所等への
電力供給実証を通じて、災害時の外部給電車の運用モデルの構築を目指す。本研究で実施する
燃料電池自動車から医療機器、仮設医療施設、避難所等への電力供給実証に際しては、内閣府
戦略的イノベーション創出プログラム（SIP）「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」の
採択事業「水素燃料電池バスを用いた防災・感染症対策システムの開発」（https://www8.cao.
go.jp/cstp/stmain/20211028sip.html）に先行して実施するものであり、学術的にも技術的にも
新規性を有する研究である。今後、上記事業を主導する筑波大学との情報交換、連携も検討を
進めている。
　本研究により、外部給電車両が、災害救援時にどの場面でどのように役立つかを、実際の災
害訓練での運用を通じて災害時の外部給電車の「使いどころ」が明らかになることで、新たな
救援手法を提案することができ、救援団体による外部給電車を用いた救援活動の改善に加え、
被災者、ボランティアが保有する外部給電車を用いた自助、共助の推進、災害に強い社会の構
築にも貢献することが期待される。また、本研究は、国際赤十字が推進する人道支援の脱炭素
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化にも貢献するものである。

【研究目的】
　外部給電車両が災害救援時にどの場面でどのように役立つかを、実際の災害訓練での運用を
通じて明らかにする。

【具体的研究計画】2021（令和3）年度～2023（令和5）年度　3年間計画
　2021（令和3）年度：基礎データ収集。
　2022（令和4）年度：自治体等が開催する防災訓練に参加。
　2023（令和5）年度：赤十字における外部給電車の運用実証を実施。
　＊実証を主導する熊本赤十字病院の連携企業スタッフが参加予定。

［データ収集方法］
　1）外部給電車両と医療機器を接続し、電力の供給状況を測定する。
　2）災害訓練時、外部給電車両から救援資機材への電力供給実証を行う。
　3）災害時の車両の位置情報、給電状況を遠隔監視する。
　4）災害時の車両の位置情報を地図上にアップロードする。

［データ分析方法］
　1）�測定結果から車両から医療機器への電力供給状況、具体的には接地（アース）への通電

状況、電圧降下の状況を確認する。
　2）災害訓練時、救援資機材への電力供給実験を行い、資機材の動作確認を行う。

2．研究活動報告

　今年度は、以下の活動を実施した。なお、研究活動に際しては、本部門長が所属する熊本赤
十字病院国際医療救援部との連携により実施した。

　1．部門の方向性の検討
　�　赤十字が人道支援の要としてあり続けるために、本部門が担うべき役割を検討した。その
結果、本部門が社会の様々なステークホルダーとのオープンイノベーションによる成果物を
グローバルに発信・共有する要としての役割を担う「救援技術プラットフォーム構想」（図1）
を策定した。
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　2．研究範囲の整理
　�　本部門で取り扱う救援技術を「災害時、人々の生命と尊厳を守り、苦痛を軽減するための
技術、手法」と定義した。他の部門との連携、棲み分けについては国際医療救援部門長との
協議のうえ、野外病院資機材の技術開発については本部門と情報交換しつつ国際医療救援部
門が取り進めること、その他については本部門が取り進めることを確認した。

　3．部門の組織化
　�　上記「救援技術プラットフォーム構想」の実現に向けたオープンイノベーションを推進す
るうえでは、多様なバックグラウンドのアカデミアの専門家と、日赤の災害対応の実務家の
交流、共創が求められる。
　�　このため、本年度は、学術的な要となるアカデミアの専門家と、実践的な要となる日赤の
災害対応の実務家の招聘による部門の組織化に着手した。
　　1）専門家の招聘
　　　�　災害対策、災害対応、復興支援の一連の災害サイクルにおける情報支援、データ分析

の要として、我が国における災害分野のデータサイエンスを主導する芝浦工業大学の市
川学准教授を客員研究員として招聘した。

　　　�　また、2021（令和3）年12月、内閣府が千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震の被害想
定を発表したことに伴い、寒冷地における災害対策の専門家である日本赤十字北海道看
護大学の根本昌宏教授を専任研究員として招聘した。

　　　�　そのうえで、寒冷地の津波災害対策においては、被災者の低体温症対策に加え、漂流
者の生命保持が求められることから、低体温症対策に加え、津波漂流時のライフジャケッ
トの着用効果に関する豊富な研究業績を有する栗栖茜氏（前武蔵野赤十字病院外科部長）
を招聘した。

　　2）災害対応の実務家の招聘
　　　�　国内外の大規模災害における災害対応、復興支援の豊富な業務経験を有し、かつ、赤

十字の防災教育、講習事業に関する幅広い知見、経験を有するとともに、多様なステー
クホルダーとの連携、協働に関する実績を有する日本赤十字社パートナーシップ推進部
の津田直人ファンドレイジング課長、八戸赤十字病院の吉川靖之会計課長を専任研究員
として招聘した。

　4．2022（令和4）年度研究計画の策定
　�　2021（令和3）年12月に内閣府が発表した千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震の被害想定
を踏まえ、2022（令和4）年度研究計画として厳寒期を含めた厳しい気候環境下での避難、
救援支援をテーマとした。
　�　また、2021（令和3）年5月、赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟が「人道団体
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のための気候・環境憲章」を採択したことを踏まえ、人道支援における脱炭素化の推進に向
けて、燃料電池自動車、ハイブリッド車を用いた災害時の電力供給をテーマとした。
　5．研究活動
　�　トヨタ自動車株式会社と世界初の燃料電池医療車の共同実証を推進する熊本赤十字病院と
連携し、車両から医療機器、救援資機材等への電力供給の実験を行なった。
　�　また、将来的な島嶼部等での災害時における医療物流ドローンを用いたブラッドローテー
ションを視野に入れて、2021（令和3）年11月、沖縄県南城市の防災訓練開催支援の一環と
して、高品質医療物流ドローンの実証を行なった。

（図1）

■学会発表
①�曽篠�恭裕、移動可能なインフラ機能の普段使いによる災害対策「スマートデザインシェル
ター構想」．第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島（パネルディ
スカッション）
②�曽篠�恭裕、災害対応におけるカーボンニュートラル推進に向けた燃料電池医療車の利活用
に関する研究．第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島（口演）

③�曽篠�恭裕、災害時の外部給電車両の利活用に関する研究．第27回日本災害医学会総会・学
術集会、2022（令和4）年3月、広島（口演）
④�曽篠�恭裕、黒田�彰紀、災害時の燃料電池車から医療機器への電源供給に関する研究．第27
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回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島（ポスター）

■抄録
①学会名：第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
発表者：曽篠�恭裕
演題名：�移動可能なインフラ機能の普段使いによる災害対策「スマートデザインシェルター構

想」
演題名（英語表記）：�The�Smart�Design�Shelter�Concept� -�Disaster�Preparedness�by�daily�

utilization�of�mobile�infrastructures
抄録本文：
【背景】熊本赤十字病院は、移動可能なインフラ（以下、「モバイルインフラ」）を普段使いし、
被災地のニーズに応じてインフラを移設する支援手法「スマートデザインシェルター構想」を
提案、要素技術の研究開発に取り組んできた。
【目的・方法】本研究は、2021（令和2）年7月豪雨災害におけるモバイルインフラを用いた災
害対応を考察し、その有効性と課題を明らかにする。
【結果】人吉市の避難所で電源装置とPHVを用いて在宅酸素患者への給電体制を構築した。ま
た、感染症対応のため空調を備えた個室空間を設置、発熱した小児等を収容した。球磨村では
温水シャワー、循環式水洗トイレを設置した。一方、インフラ設置決定に際して、避難所管理
を担う自治体職員等との調整に時間を要する結果となった。
【考察】モバイルインフラを用いた支援に際しては、普段使いから災害時の利用シーン、ユーザー
の切り替えを円滑化するため、事前に自治体や支援組織等との連携構築が必要である。
【結論】普段使いが可能な質感のモバイルインフラによる支援は、被災地の生活環境改善に有
効である。一方、その迅速な設置に向けては、事前に関係者間での相互支援協定の枠組み構築
が重要である。

②学会名：第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
発表者：曽篠�恭裕
演題名：�災害対応におけるカーボンニュートラル推進に向けた燃料電池医療車の利活用に関す

る研究
演題名（英語表記）：�The�study�on�the�utilization�of�the�fuel�cell�medical�vehicle�toward�the�

carbon�neutral�in�emergency�response
抄録本文：
　地球規模でのカーボンニュートラル推進が求められる中で、2021（令和3）年5月、国際赤十
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字は「人道団体のための気候・環境憲章」を採択した。本憲章は、人道団体が気候・環境危機
に対応する際の指針となる公約をまとめたものであり、人道支援団体による救援活動実施にお
ける地球環境保全、温室効果ガス排出の削減も盛り込まれている。このように、災害救援にお
けるカーボンニュートラルの推進が求められる中、熊本赤十字病院とトヨタ自動車株式会社は、
2021（令和3）年3月、世界初となる燃料電池医療車の共同実証の開始を発表した。本実証は、
地域課題のソリューションとして燃料電池医療車を普段使いし、災害時に燃料電池医療車が有
する外部給電機能等を用いた救援活動を実施することで、平常時、災害時の医療活動における
カーボンニュートラルの推進と災害につよい社会の構築を目指すものである。本研究は、この
共同実証の進捗について報告する。

③学会名：第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
発表者：曽篠�恭裕
演題名：災害時の外部給電車両の利活用に関する研究
演題名（英語表記）：�Study�on�the�utilization�of�vehicles�with�the�power�supply� function� in�

emergencies
抄録本文：
　気候変動への地球的対応が求められる中、日本では近年、台風、豪雨等に起因する停電への
対応が課題となっている。一方、自動車の電動化の進展に伴い、車両以外の外部端末への給電
能力を有する車両（以下、「外部給電車」）が普及しつつある。外部給電車は、被災地における
被災者、救援要員等の移動手段としての利活用に加え、外部給電機能を活用した「うごく発電
機」としての活用が期待される。しかし、災害時における外部給電車の活用は、主として自動
車業界からの提案、主導により実施されてきたこともあり、災害救援における外部給電車の活
用に向けては、救援団体を交えた実運用モデルの構築が求められる。このため、2020（令和2）
年以降、熊本赤十字病院、トヨタ自動車株式会社、トヨタ自動車九州株式会社は、災害時の外
部給電機能の利活用モデルの構築に向けて、外部給電車から仮設救護所、医療ドローン、医療
機器、ワクチン保冷庫等への給電に加え、外部給電車の配車を管理する管理アプリの実証に取
り組んできたので、その概要について報告する。

④学会名：第27回日本災害医学会総会・学術集会、2022（令和4）年3月、広島
発表者：曽篠�恭裕、黒田�彰紀
演題名：災害時の燃料電池車から医療機器への電源供給に関する研究
演題名（英語表記）：�A�study�on�the�power�supply�to�medical�equipment�by�using�a�medical�

fuel�cell�vehicle�in�emergencies
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抄録本文：
　災害時における医療機器への電力供給は災害対応における重要な課題の一つである。実際、
北海道胆振東部地震、令和元年台風第15・19号災害では、広範囲な地域で長時間の停電が発生
し、医療機器への電源供給に深刻な影響を与えた。一方、近年、車両からの電源供給機能を有
する燃料電池車、ハイブリッド車の普及が進みつつある。外部電源供給機能を有する車両は、
今後、災害対応における電力供給の有力な手段の一つとして活用が期待される。このため、本
研究では、熊本赤十字病院とトヨタ自動車による燃料電池医療車の共同実証の一環として、車
両から医療機器への電源供給に関する実証を行なったので、その結果について報告する。
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� 日本赤十字看護大学附属災害救護研究所　副所長　井村　真澄
� 日本赤十字看護大学�大学院研究科長�国際保健助産学教授　　　

　日本赤十字看護大学付属災害救護研究所の初年度活動報告書を、みなさまにお届けできるこ
とは大いなる喜びであり、改めて関係各位に深く感謝申し上げます。

　研究所は、これまで赤十字が培ってきた災害救護に関する豊かな経験・知識・技術、そして
人材を基盤として、日本赤十字社、日本赤十字学園、日本赤十字看護大学とが連携・協働する
新たな赤十字ネットワークを具現化する組織体として誕生しました。
　研究所は、設置目的「日本赤十字社の救護活動を中心とする諸活動等で得た知見を広く社会
に発信・還元するとともに、災害救護に関する研究・教育活動を通じて我が国の救護の質・量
の向上と活動領域の拡大に寄与することで、被災者の苦痛の予防・軽減に資する。」を掲げ、
2021年6月から本格始動しました。
　初年度の実質的活動は約6か月間とたいへん短い期間ではありましたが、本報告書には、研
究所誕生に至る以前からの赤十字の壮大かつ発展的な構想、設立に至る関係各位のご尽力をは
じめ、キックオフセミナーにご参集くださった災害救護領域の重鎮かつ各界気鋭の第一人者
方々から頂いた研究所に期待する熱いメッセージ、そして組織体としての研究所の会議体制、
現9部門、部門の今後を見据えた発展的な研究計画および活動等の詳細が報告されています。

　この報告書が、研究所のこれまでの歩みを振り返り、今後の活動の礎となるとともに、研究
所の活動に参画し、今後、連携・協働することになる未来の仲間の方々へのメッセージになる
ことを願っております。
　来るべき2022年度も、研究所の掲げるミッション達成のために、機動力と力強さを持つしな
やかな組織体として活動してまいります。今後とも、研究所へのご支援、ご協力、そして連携・
協働を重ねてよろしくお願い申し上げます。

おわりに
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